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最新問題: 1
次のコードブロックのうち、DataFrametransactionsDfの列 storeIdの一意の値の数を返す
ものはどれですか?
A. transactionsDf.select("storeId").dropDuplicates().count()
B. transactionsDf.select(count("storeId")).dropDuplicates()
C. transactionsDf.select(distinct("storeId")).count()
D. transactionsDf.dropDuplicates().agg(count("storeId"))
E. transactionsDf.distinct().select("storeId").count()
Answer: (解答を表示する)
説明

transactionsDf.select("storeId").dropDuplicates().count()
正しい！列storeIdからすべての重複を削除した後、残りの行がカウントされ、列内の固有
の値の数を表します。

transactionsDf.select(count("storeId")).dropDuplicates()
いいえ、transactionsDf.select(count("storeId"))は、null以外の行の数を示す単一行の
DataFrameを返すだけです。このコンテキストでは、dropDuplicates()は何の効果もありま
せん。

transactionsDf.dropDuplicates().agg(count("storeId"))
正しくない。transactionsDf.dropDuplicates()は、transactionsDfから重複行を削除します
が、列 storeIdのみを考慮して削除するのではなく、代わりに行全体の重複を削除します。
transactionsDf.distinct().select("storeId").count()
間違い。transactionsDf.distinct()は、すべての列にわたって一意の行を識別しますが、列
storeIdに関して一意の行だけを識別するわけではありません。これにより、列内に重複し
た値が残り、カウントがその列内の一意の値の数を表さなくなる可能性があります。
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transactionsDf.select(distinct("storeId")).count()
間違い。pyspark.sql.functionsには個別のメソッドはありません。

最新問題: 2
以下に表示されているコードブロックにはエラーが含まれています。コードブロックは、

列 predErrorの値が少なくとも 5である DataFrametransactionsDfの行のみを含む新しい
DataFrameを返す必要があります。エラーを見つけます。
コードブロック:
transactionsDf.where("col(predError) >= 5")
A. whereメソッドの引数は「predError >= 5」である必要があります。
B. where()の代わりに、filter()を使用する必要があります。
C.この式は、新しい DataFrameではなく、元の DataFrameのtransactionDfを返します。
これを回避するには、コードブロックを

transactionsDf.toNewDataFrame().where("col(predError) >= 5")にする必要があります。
D. whereメソッドの引数に文字列を指定することはできません。
E. >=の代わりに、SQL演算子 GEQを使用する必要があります。
Answer: A (メーッセージを残す)
説明

whereメソッドの引数には文字列を指定できません。
文字列でも問題ありません。

where()の代わりに、filter()を使用する必要があります。
いいえ、それは問題ではありません。PySparkでは、where()と filter()は同等です。
>=の代わりに、SQL演算子 GEQを使用する必要があります。
正しくない。

この式は、新しい DataFrameではなく、元の DataFrameのtransactionDfを返します。これ
を回避するには、コードブロックを

transactionsDf.toNewDataFrame().where("col(predError) >= 5")にする必要があります。
いいえ、Sparkは新しい DataFrameを返します。
静的ノート |動的ノートブック:テスト 1を参照
(https://flrs.github.io/spark_practice_tests_code/#1/27.html、
https://bit.ly/sparkpracticeexams_import_instructions)

最新問題: 3
次のコードブロックのうち、小さな DataFrameトランザクション Dfがすべてのエグゼ
キューターに送信され、それぞれ列 storeIdおよび itemId上の DataFrame itemsDfと結合
される結合を実行するのはどれですか?
A. itemsDf.join(transactionsDf, itemsDf.itemId ==transactionsDf.storeId, "right_outer")
B. itemsDf.join(transactionsDf, itemsDf.itemId ==transactionsDf.storeId, "ブロードキャス
ト")
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C. itemsDf.merge(transactionsDf, "itemsDf.itemId ==transactionsDf.storeId", "ブロードキャ
スト")
D. itemsDf.join(broadcast(transactionsDf), itemsDf.itemId ==transactionsDf.storeId)
E. itemsDf.join(transactionsDf,ブロードキャスト(itemsDf.itemId
==transactionsDf.storeId))
Answer: (解答を表示する)
説明

最後の引数として「ブロードキャスト」を含むすべての回答の問題は、「ブロードキャスト」

が有効な結合タイプではないことです。「right_outer」を含むエントリは有効なステートメ

ントですが、ブロードキャスト結合ではありません。等価条件の周りにbroadcast()がラッ
プされている項目は、Sparkでは有効なコードではありません。Broadcast()は、ブロード
キャストされる小さな DataFrameの名前をラップする必要があります。
詳細情報: Learning Spark、第 2版、第 7章
静的ノート |動的ノートブック:テスト 1を参照
と説明は？

最新問題: 4
以下に示すコードブロックは、filePathの場所に保存されている CSVファイル内の列の数
を返す必要があります。

CSVファイルからは、#文字で始まらない行のみを読み取る必要があります。これを達成
するには、コードブロック内の空白を正しく埋める答えを選択してください。

コードブロック:
__1__(__2__.__3__.csv(ファイルパス, __4__).__5__)
A. 1.サイズ
2.スパーク
3.read()
4.エスケープ='#'
5.コラム
B. 1.データフレーム
2.スパーク
3.read()
4.エスケープ='#'
5.形状[0]
C. 1.レン
2.パイスパーク
3.データフレームリーダー
4.コメント='#'
5.コラム
D. 1.サイズ
2.パイスパーク
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3.データフレームリーダー
4.コメント='#'
5.コラム
E. 1.レン
2.スパーク
3.読む
4.コメント='#'
5.コラム
Answer: (解答を表示する)
説明

正しいコードブロック:
len(spark.read.csv(filePath, comment='#').columns)
これは、DataFrameと DataFrameReaderの間の境界という、通常とは異なる状況におけ
る困難を伴う難しい質問です。この難易度の問題が試験に出題されることはまずありませ

ん。ただし、これを解決すると、試験で扱われる可能性が高い DataFrameReaderにもっと
慣れることができます。

内側の括弧を処理する前に、外側の括弧であるギャップ 1と 5を理解する方が簡単です。
コードブロックを考えると、ギャップ 5のオブジェクトはギャップ 1のオブジェクトに
よって評価され、ギャップ 1の列数を返す必要があります。読み込んだCSV。1つの回答オ
プションには、ギャップ 1に DataFrameが含まれ、ギャップ 2にshape[0]が含まれていま
す。DataFrameはshape[0]の評価に使用できないため、この回答オプションは破棄できま
す。

他の回答オプションにはギャップ 1のサイズが含まれます。size()は組み込みの Pythonコ
マンドではないため、使用する場合は他の場所から取得する必要がありま

す。pyspark.sql.functionsには size()メソッドが含まれていますが、このメソッドは列内に
格納されている配列またはマップの長さを返すだけです (以下にリンクされているドキュ
メント)。
したがって、ここでは size()メソッドを使用することはできません。これにより、有効な可
能性のある答えが 2つ残ります。
ギャップ 2と 3が、spark.readか pyspark.DataFrameReaderのどちらかを選択する必要
があります。ドキュメント (以下にリンク)を見ると、DataFrameReaderは実際には
pyspark.sqlの子クラスであり、pyspark.DataFrameReaderを使用してインポートできな
いことを意味します。さらに、Databricksでは、sparkは現在の Sparkセッション
(pyspark.sql.SparkSession)を参照し、spark.readが DataFrameReaderを返すた
め、spark.readは理にかなっています (以下のドキュメントも参照)。最後に、正解の選択肢
は 1つだけ残ります。
より詳しい情報：

- pyspark.sql.functions.size - PySpark 3.1.2ドキュメント
- pyspark.sql.DataFrameReader.csv - PySpark 3.1.2ドキュメント
- pyspark.sql.SparkSession.read - PySpark 3.1.2ドキュメント
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静的ノート |動的ノートブック:テスト 3を参照

最新問題: 5
データセット APIの特徴を説明しているものは次のうちどれですか?
A.データセット APIは非構造化データをサポートしません。
B. Pythonでは、Dataset APIは主に Pandasの DataFrame APIに似ています。
C. Pythonでは、データセット APIのスキーマはタイプヒントを介して構築されます。
D.データセット APIは Scalaでは使用できますが、Pythonでは使用できません。
E.データセット APIはコンパイル時の型安全性を提供しません。
Answer: D (メーッセージを残す)
説明

Dataset APIは Scalaでは利用できますが、Pythonでは利用できません。
正しい。データセット APIは固定型を使用し、通常はオブジェクト指向プログラミングに
使用されます。これは、Sparkが Scalaプログラミング言語で使用されている場合に使用で
きますが、Pythonでは使用できません。Pythonでは、Dataset APIに基づいた DataFrame
APIを使用します。
Dataset APIはコンパイル時の型安全性を提供しません。
いいえ、実際には、ユースケースによっては、Dataset APIが提供するタイプセーフティが
利点となります。

データセット APIは非構造化データをサポートしません。
違います。Dataset APIは構造化データと非構造化データをサポートしています。
Pythonでは、データセット APIのスキーマはタイプヒントを介して構築されます。
いいえ、データセット APIは Pythonでは使用できないため、これは適用されません。
Pythonでは、Dataset APIは主に Pandasの DataFrame APIに似ています。
Dataset APIは Pythonには存在せず、Scalaと Javaにのみ存在します。

最新問題: 6
クラスターマネージャーの特徴は次のうちどれですか?
A.各クラスターマネージャーはデータの単一パーティションで動作します。
B.クラスターマネージャーは、SparkContextを通じてドライバーから入力を受け取りま
す。

C.スタンドアロンモードではクラスタマネージャが存在しません。
D.クラスターマネージャーはジョブを DAGに変換します。
E.クライアントモードでは、クラスターマネージャーはエッジノード上で実行されま
す。

Answer: (解答を表示する)
説明

クラスターマネージャーは、SparkContextを通じてドライバーから入力を受け取ります。
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正しい。ドライバーがクラスターマネージャーに接続するために、ドライバーは

SparkContextを起動します。次に、ドライバーはクラスターマネージャーにエグゼキュー
ターを起動するためのリソースを要求します。

クライアントモードでは、クラスターマネージャーはエッジノード上で実行されます。

いいえ。クライアントモードでは、クラスターマネージャーはエッジノードから独立して

おり、クラスター内で実行されます。

クラスターマネージャーはスタンドアロンモードには存在しません。

違います。クラスターマネージャーはスタンドアロンモードでも存在します。スタンドア

ロンモードはクラスター全体に Sparkをデプロイする簡単な手段ですが、いくつかの制限
があることに注意してください。たとえば、スタンドアロンモードでは、他のフレームワー

クは Sparkと並行して実行できません。ただし、クラスターマネージャーはスタンドアロ
ンデプロイメントでは Sparkの一部であり、クラスター全体でリソースを起動および維持
するのに役立ちます。

クラスターマネージャーはジョブを DAGに変換します。
いいえ、ジョブを DAGに変換するのは Sparkドライバーのタスクです。
各クラスターマネージャーは、データの単一パーティションで動作します。

いいえ、クラスターマネージャーはパーティションを直接操作しません。彼らの仕事は、ク

ラスターリソースを調整して、クラスターリソースが Sparkドライバーによって要求さ
れ、Sparkドライバーに割り当てられるようにすることです。
詳細情報:コア Sparkコンセプトの紹介 * BigData

最新問題: 7
次のコードブロックのうち、スキーマ fileSchemaを使用して、filePathの場所にある寄木
細工のファイルを DataFrameに読み取るのはどれですか?
A. spark.read.schema(fileSchema).format("parquet").load(filePath)
B. spark.read.schema("fileSchema").format("parquet").load(filePath)
C. spark.read().schema(fileSchema).parquet(filePath)
D. spark.read().schema(fileSchema).format(parquet).load(filePath)
E. spark.read.schema(fileSchema).open(filePath)
Answer: (解答を表示する)
説明

ここで、どの変数が引用されているかに注意してください。fileSchemaは変数であるため、
引用符で囲むことはできません。

parquetは変数ではないため、引用符で囲む必要があります。
SparkSession.read (ここでは、spark.readとして参照)は、後続のすべての呼び出しで参照
される DataFrameReaderを返します。DataFrameReaderは呼び出し可能ではないため、
ここでは括弧を使用しないでください。

最後に、PySparkにはオープンメソッドがありません。メソッド名はloadです。
静的ノート |動的ノートブック:テスト 1を参照
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最新問題: 8
次のコードブロックは、DataFrametransactionsDfのすべての列
と、DataFrametransactionsDfの列 predErrorの 2乗値である追加の列 predErrorSquared
を含む DataFrameを返します。
A. transactionsDf.withColumn("predError", pow(col("predErrorSquared"), 2))
B. transactionsDf.withColumnRenamed("predErrorSquared", pow(predError, 2))
C. transactionsDf.withColumn("predErrorSquared", pow(col("predError"), lit(2)))
D. transactionsDf.withColumn("predErrorSquared", pow(predError, lit(2)))
E. transactionsDf.withColumn("predErrorSquared", "predError"**2)
Answer: C (メーッセージを残す)
説明

これらのコードブロックのうち機能するのは 1つだけですが、DataFrame APIは pow()
メソッドに列を受け入れる点で非常に柔軟です。次のコードブロックも機能します。

transactionsDf.withColumn("predErrorSquared", pow("predError", 2))
transactionsDf.withColumn("predErrorSquared", pow("predError", lit(2)))静的ノートブック
|動的ノートブック:テスト 1 (https://flrs.github.io/spark_practice_tests_code/#1/26.html)
を参照してください。

https://bit.ly/sparkpracticeexams_import_instructions)

最新問題: 9
アダプティブクエリ実行の機能ではないものは次のうちどれですか?
A.必要に応じて、ソート・マージ結合をブロードキャスト結合に置き換えます。
B.パーティションを結合してデータ処理を高速化します。
C.パーティションの処理時間の差を避けるために、偏ったパーティションをより小さな
パーティションに分割します。

D.エグゼキュータに障害が発生した場合にクエリを再ルーティングします。
E.クエリの実行中にランタイム統計を収集します。
Answer: (解答を表示する)
説明

エグゼキュータに障害が発生した場合にクエリを再ルーティングします。

正しい。この機能は Sparkに存在しますが、Adaptive Query Executionの機能ではありま
せん。クラスターマネージャーはエグゼキューターを追跡し、ドライバーと連携してエグ

ゼキューターを起動し、失敗したエグゼキューターのワークロードをそれに割り当てます

(以下のリンクも参照)。
必要に応じて、ソート・マージ結合をブロードキャスト結合に置き換えます。

いいえ、これは適応クエリ実行の機能です。

パーティションを結合してデータ処理を高速化します。

違います。Adaptive Query Executionがこれを実行します。
クエリの実行中にランタイム統計を収集します。
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不正解です。Adaptive Query Execution (AQE)は、クエリプランを調整するためにこれら
の統計を収集します。このフィードバックループは、AQEを介してクエリを高速化するた
めに不可欠な部分です。

パーティションの処理時間の差を避けるために、偏ったパーティションをより小さなパー

ティションに分割します。

いいえ、これは実際に Adaptive Query Executionの機能です。詳細については、以下のリン
ク先の Databricksブログ投稿をご覧ください。
詳細情報: Learning Spark、第 2版、第 12章、Sparkの RDDはどの方法でフォールトトレ
ランスを完了しますか?
-スタックオーバーフロー、アダプティブクエリ実行で SQLクエリを高速化する方法

最新問題: 10
ProductId列と itemId列の DataFrameのtransactionDfと itemsDfの内部結合の結
果、DataFrameの列値が空ではないレコードの数を返すには、以下に示すコードブロック
をどの順序で実行する必要がありますか?
1. .filter(~isnull(col('value')))
2. .count()
3.transactionsDf.join(itemsDf,col("transactionsDf.productId")==col("itemsDf.itemId"))
4.transactionsDf.join(itemsDf,transactionsDf.productId==itemsDf.itemId,how='inner')
5. .filter(col('value').isnotnull())
6. .sum(col('value'))
A. 4、1、2
B. 3、1、6
C. 3、1、2
D. 3、5、2
E. 4、6
Answer: A (メーッセージを残す)
説明

正しいコードブロック:
transactionsDf.join(itemsDf,transactionsDf.productId==itemsDf.itemId,
how='inner').filter(~isnull(col('value'))).count()
式col("transactionsDf.productId")およびcol("itemsDf.itemId")は無効です。Col()は
DataFrameの名前を受け入れず、列名のみを受け入れます。
静的ノート |動的ノートブック:テスト 2を参照

最新問題: 11
次のコードブロックのうち、列名と型の両方を含むデータフレームの構造をツリー状に示

しているものはどれですか?
A. 1.print(itemsDf.columns)
2.print(itemsDf.types)
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B. itemsDf.printSchema()
C. spark.schema(itemsDf)
D. itemsDf.rdd.printSchema()
E. itemsDf.print.schema()
Answer: (解答を表示する)
説明

itemsDf.printSchema()
正しい！itemsDf.printSchema()が示す例を次に示します。列名と型の両方を含むツリー状
の構造がわかります。

根

|-- itemId:整数 (null許容 = true)
|--属性:配列 (null許容 = true)
| |--要素:文字列 (Null = trueを含む)
|--サプライヤー:文字列 (null可能 = true)
itemsDf.rdd.printSchema()
いいえ、DataFrameの基礎となる RDDには printSchema()メソッドがありません。
スパーク.スキーマ(itemsDf)
不正解です。spark.schemaコマンドはありません。
print(itemsDf.columns)
print(itemsDf.dtypes)
間違い。このコードブロックの出力には列名と列タイプの両方が含まれていますが、情報

はツリー状に配置されていません。

itemsDf.print.schema()
いいえ、DataFrameには printメソッドがありません。
静的ノート |動的ノートブック:テスト 3を参照

最新問題: 12
次のコードブロックは、CSVファイルヘッダーで定義された列名を使用して、ディレクト
リ filePath内のすべての CSVファイルを単一のデータフレームに読み取りますか?
ディレクトリファイルパスの内容:
1._成功
2._committed_2754546451699747124
3._開始_2754546451699747124
4.part-00000-tid-2754546451699747124-10eb85bf-8d91-4dd0-b60b-2f3c02eeecaa-298-1-
c000.csv.gz
5.part-00001-tid-2754546451699747124-10eb85bf-8d91-4dd0-b60b-2f3c02eeecaa-299-1-
c000.csv.gz
6.part-00002-tid-2754546451699747124-10eb85bf-8d91-4dd0-b60b-2f3c02eeecaa-300-1-
c000.csv.gz
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7.part-00003-tid-2754546451699747124-10eb85bf-8d91-4dd0-b60b-2f3c02eeecaa-301-1-
c000.csv.gz spar.option("header",True).csv(filePath)
A.
spark.read.format("csv").option("header",True).option("compression","zip").load(filePath)
B. spark.read().option("header",True).load(filePath)
C. spark.read.format("csv").option("header",True).load(filePath)
D. spark.read.load(ファイルパス)
Answer: (解答を表示する)
説明

ディレクトリ filePath内のファイルは、gzip圧縮を使用してエクスポートされた
DataFrameのパーティションです。
Sparkはこの状況を自動的に認識し、CSVファイルを個別のパーティションとして単一の
DataFrameにインポートします。ただし、Sparkが headerオプションを使用して CSV内
のファイルヘッダーをロードするように指定する必要があります。このオプションはデ

フォルトで Falseに設定されています。

最新問題: 13
以下に表示されているコードブロックにはエラーが含まれています。コードブロック

は、2つの列の情報を使用して DataFrameトランザクション Dfの行を順序どおりに配置
する必要があります。最初に列の値ごとに配置し、上部に小さい数値を表示し、下部に大き

い数値を表示します。次に列 predErrorごとに配置し、すべての値を表示する必要がありま
す。列値の項目の順序と逆の方法で配置されます。エラーを見つけてください。

コードブロック:
transactionsDf.orderBy('value', asc_nulls_first(col('predError')))
A. 1つの orderByステートメントに両方の列を含めるのではなく、個々の列を呼び出す 2
つの orderByステートメントをチェーンする必要があります。
B.列値は、col()演算子でラップする必要があります。
C.列 predErrorは降順でソートされ、nullが最後に配置される必要があります。
D.列 predErrorは、代わりに desc_nulls_first()によってソートされる必要があります。
E. orderByの代わりに、sortを使用する必要があります。
Answer: C (メーッセージを残す)
説明

正しいコードブロック:
transactionsDf.orderBy('value', desc_nulls_last('predError'))
predError列は降順でソートし、nullを最後に置く必要があります。
正しい！デフォルトでは、Sparkは昇順にソートし、nullを最初に配置します。したがっ
て、デフォルトのソートの逆ソートは実際には desc_nulls_lastです。
orderByの代わりに、sortを使用する必要があります。
いいえ、DataFrame.sort()はパーティションごとにデータを順序付けしますが、グローバル
な順序は保証しません。このため、ここでは orderByがより適切な演算子となります。
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列の値は、col()演算子でラップする必要があります。
正しくない。DataFrame.sort()は、文字列オブジェクトと列オブジェクトの両方を受け入れ
ます。

列 predErrorは、代わりに desc_nulls_first()でソートする必要があります。
間違い。Sparkのデフォルトのソート順序は asc_nulls_first()と一致するため、反転する場
合は nullが最後に来る必要があります。
1つの orderByステートメントに両方の列を含めるのではなく、個々の列を呼び出す 2つ
の orderByステートメントをチェーンする必要があります。
いいえ、これは DataFrameを最後の列で並べ替えるだけであり、質問に記載されているよ
うに、両方の列からの情報は考慮されません。

詳細: pyspark.sql.DataFrame.orderBy - PySpark 3.1.2ドキュメン
ト、pyspark.sql.functions.desc_nulls_last - PySpark 3.1.2ドキュメント、Sparkの sort()と
orderBy() |データサイエンスに向けて静的ノートブック |動的ノートブック:テスト 3を
参照

最新問題: 14
次のコードブロックは、filePathに格納されている 2つのパーティションの寄木細工ファ
イルを読み取り、各パーティションのスキーマが異なる場合でもすべての列が 1回だけ含
まれることを確認しますか?
最初のパーティションのスキーマ:
1.ルート
2. |--トランザクション ID:整数 (null許容 = true)
3. |-- predError:整数 (null許容 = true)
4. |--値:整数 (null許容 = true)
5. |--storeId:整数 (null許容 = true)
6. |-- productId:整数 (null許容 = true)
7. |-- f:整数 (null許容 = true)
2番目のパーティションのスキーマ:
1.ルート
2. |--トランザクション ID:整数 (null許容 = true)
3. |-- predError:整数 (null許容 = true)
4. |--値:整数 (null許容 = true)
5. |--storeId:整数 (null許容 = true)
6. |-- rollId:整数 (null許容 = true)
7. |-- f:整数 (null許容 = true)
8. |--tax_id:整数 (null可能 = false)
A. spark.read.parquet(filePath, mergeSchema='y')
B. spark.read.option("mergeSchema", "true").parquet(filePath)
C. spark.read.parquet(ファイルパス)
D. 1.nx = 0



2.dbutils.fs.ls(filePath)のファイル:
3. file.name.endswith(".parquet")でない場合:
4.続ける
5. df_temp =spark.read.parquet(file.path)
6. nx == 0の場合:
7. df = df_temp
8.その他:
9. df = df.union(df_temp)
10. nx = nx+1
11.df
E. 1.nx = 0
2.dbutils.fs.ls(filePath)のファイル:
3. file.name.endswith(".parquet")でない場合:
4.続ける
5. df_temp =spark.read.parquet(file.path)
6. nx == 0の場合:
7. df = df_temp
8.その他:
9. df = df.join(df_temp, how="outer")
10. nx = nx+1
11.df
Answer: (解答を表示する)
説明

これは非常に難しい質問であり、マージに関する知識と、寄木細工のファイルを読み取る

ときのスキーマの両方の知識が必要です。

smile.read.option("mergeSchema", "true").parquet(filePath)
正しい。両方のパーティションに表示される列のデータ型が一致するため、Sparkの
DataFrameReaderの mergeSchemaオプションはここでうまく機能します。両方のパー
ティションに存在する同じ名前の 1つ以上の列のデータ型が異なる場合、mergeSchema
は失敗することに注意してください。

スパーク.read.parquet(ファイルパス)
正しくない。これにより両方のパーティションからデータが読み込まれますが、最初に読

み込まれる寄木細工ファイルのスキーマのみが考慮されるため、2番目のパーティション
にのみ表示される一部の列 (tax_idなど)は失われます。
nx = 0
dbutils.fs.ls(filePath)のファイルの場合:
file.name.endswith(".parquet")でない場合:
続く

df_temp =spark.read.parquet(file.path)
nx == 0の場合:
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df = df_temp
それ以外：

df = df.union(df_temp)
nx = nx+1
DF
間違い。このソリューションの重要なアイデアは DataFrame.union()コマンドです。このコ
マンドはすべてのデータをマージしますが、両方のパーティションに同じデータ型のまっ

たく同じ数の列が必要です。

smile.read.parquet(filePath, mergeSchema="y")
間違い。mergeSchemaオプションを使用することがこの問題を解決する正しい方法であ
り、コードブロックのように DataFrameReader.parquet()で呼び出すこともできますが、
値 Trueをブール値または文字列変数として受け入れます。ただし、「y」は有効なオプショ

ンではありません。

nx = 0
dbutils.fs.ls(filePath)のファイルの場合:
file.name.endswith(".parquet")でない場合:
続く

df_temp =spark.read.parquet(file.path)
nx == 0の場合:
df = df_temp
それ以外：

df = df.join(df_temp, how="アウター")
nx = nx+1
DF
いいえ。これにより完全外部結合が引き起こされます。結果の DataFrameには両方のパー
ティションのすべての列が含まれますが、両方のパーティションに表示される列は重複し

ます。質問では、パーティションに含まれるすべての列が 1回だけ表示される必要がある
と述べています。

詳細: Apache Sparkでの異なるスキーマのマージ |チアゴ・コルドン著 |データアリーナ |

中型静的ノートブック |動的ノートブック:テスト 3を参照

最新問題: 15
メモリ不足エラーの削減に関する次の記述のうち、間違っているものはどれですか?
A.複数の文字列列を 1つの列に連結すると、メモリ不足エラーを防ぐことができます。
B.パーティションサイズを小さくすると、メモリ不足エラーを防ぐことができます。
C.結合で自動的にブロードキャストされるデータの量を制限すると、メモリ不足エラーを
防ぐことができます。

D.ドライバーに返されるシリアル化されたデータの最大サイズに制限を設定すると、メモ
リ不足エラーを防ぐことができる場合があります。



E.各エグゼキュータで使用できるコアの数を減らすと、メモリ不足エラーを防ぐことがで
きます。

Answer: A (メーッセージを残す)
説明

複数の文字列列を 1つの列に連結すると、メモリ不足エラーを防ぐことができます。
まさに、これは不正解です！文字列列を連結してもデータのサイズは減りません。構造が

異なるだけです。これは Sparkによるデータの処理方法にはほとんど影響せず、メモリ不
足エラーは明らかに減りません。

パーティションサイズを小さくすると、メモリ不足エラーを防ぐことができます。

いいえ、これは間違いではありません。エグゼキューターはパーティションを処理する前

にメモリにロードする必要があるため、パーティションサイズを減らすことはメモリ不足

エラーを防ぐための有効な方法です。これを行うのに十分なメモリがエグゼキュータにな

い場合、メモリ不足エラーがスローされます。したがって、パーティションサイズを減らす

ことは、それを防ぐのに非常に役立ちます。

各エグゼキュータで使用できるコアの数を減らすと、メモリ不足エラーを防ぐことができ

ます。

いいえ、これは間違いではありません。パーティションを処理するには、このパーティショ

ンをエグゼキュータのメモリにロードする必要があります。すべてのエグゼキュータのす

べてのコアが、他のエグゼキュータと並行してパーティションを処理すると想像すると、

エグゼキュータをホストしているマシン上のメモリがすぐにいっぱいになることが想像で

きます。したがって、特に複数のパーティションが同時に処理される場合、エグゼキュータ

のメモリ使用量が問題になります。パフォーマンスとメモリ使用量のバランスをとるに

は、コアの数を減らすとメモリ不足エラーを防ぐことができる場合があります。

ドライバーに返されるシリアル化されたデータの最大サイズに制限を設定すると、メモリ

不足エラーの防止に役立つ場合があります。

いいえ、これは間違いではありません。クラスターからドライバーへの潜在的に大量の

データの送信をトリガーするcollect()などのコマンドを使用すると、ドライバーでメモリ
不足エラーが発生する可能性があります。これを回避する 1つの戦略は、ドライバーに大
量のデータを送り返すcollect()などのコマンドの使用に注意することです。もう 1つの戦
略は、パラメーター spar.driver.maxResultSizeを設定することです。ドライバーに送信さ
れるデータがパラメーターで指定されたしきい値を超えると、Sparkはジョブを中止する
ため、メモリー不足エラーが発生するのを防ぎます。

結合で自動的にブロードキャストされるデータの量を制限すると、メモリ不足エラーの防

止に役立ちます。

違います、これは間違いではありません。Sparkの内部最適化の一環として、Sparkは (通
常は比較的小さい)テーブルをエグゼキューターにブロードキャストすることで操作を高
速化することを選択する場合があります。このブロードキャストはドライバーから行われ

るため、最初にすべてのブロードキャストテーブルがドライバーにロードされます。これ

らのテーブルが比較的大きい場合、または複数の中サイズのテーブルがブロードキャスト
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されている場合、メモリ不足エラーが発生する可能性があります。Sparkがブロードキャス
トを考慮する最大テーブルサイズは、spark.sql.autoBroadcastJoinThresholdパラメーター
によって設定されます。

詳細情報:構成 - Spark 3.1.2ドキュメントおよび Spark OOMエラー -クローズアップ。次
のような場合に見覚えはありますか?アミット・シン・ラソール著 |スタートアップ |中く

らい

最新問題: 16
次のコードブロックのうち、ブール値を返す Python関数 EvaluateTestSuccessをユー
ザー定義関数として DataFrametransactionsDfの列 storeIdに適用するものはどれですか?
A. 1.pyspark.sqlからタイプを Tとしてインポートします
2.evaluateTestSuccessUDF = udf(evaluateTestSuccess, T.BooleanType())
3.transactionsDf.withColumn("結果",evaluateTestSuccessUDF(col("storeId")))
B. 1.evaluateTestSuccessUDF = udf(evaluateTestSuccess)
2.transactionsDf.withColumn("結果",evaluateTestSuccessUDF(storeId))
C. 1.pyspark.sqlからタイプを Tとしてインポートします
2.evaluateTestSuccessUDF = udf(evaluateTestSuccess, T.IntegerType())
3.transactionsDf.withColumn("結果",evaluateTestSuccess(col("storeId")))
D. 1.evaluateTestSuccessUDF = udf(evaluateTestSuccess)
2.transactionsDf.withColumn("結果",evaluateTestSuccessUDF(col("storeId")))
E. 1.pyspark.sqlからタイプを Tとしてインポートします
2.evaluateTestSuccessUDF = udf(evaluateTestSuccess, T.BooleanType())
3.transactionsDf.withColumn("結果",evaluateTestSuccess(col("storeId")))
Answer: (解答を表示する)
説明

この問題を解決するには、UDF仕様では戻り値の型 (デフォルトの文字列でない限り)が必
要であることを認識することが重要です。さらに、Python関数 (evaluateTestSuccess)で
はなく、生成された UDF (evaluateTestSuccessUDF)が列 storeIdに適用されていること
を確認する必要があります。

詳細: pyspark.sql.functions.udf - PySpark 3.1.2ドキュメント
静的ノート |動的ノートブック:テスト 2を参照

有効な Associate-Developer-Apache-Spark問題集は GoShiken.com が提供された合
格しやすい Associate-Developer-Apache-Spark試験問題集！ GoShiken.comが最新の
Associate-Developer-Apache-Spark試験問題集を提供しています。GoShiken.com
Associate-Developer-Apache-Spark試験問題は最新で、解答が正確でございます。最新
の GoShiken.com Associate-Developer-Apache-Spark問題集をゲットする人はこちら:
https://www.goshiken.com/Databricks/Associate-Developer-Apache-Spark-
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mondaishu.html (17930%OFF問題集溶と正解付きで 30%ｗ特別割引コード:

Freepdfdumps)

最新問題: 17
以下に示すコードブロックは、列 itemNameElementsに少なくとも 3つの項目を持つ
DataFrame itemsDfのすべての行を返す必要があります。これを達成するには、コードブ
ロック内の空白を正しく埋める答えを選択してください。

DataFrame itemsDfの例:
1.+------+-------------------------------------+----- ----------+-------------------------------------------- -------
+
2.|itemId|itemName|supplier|itemNameElements|
3.+------+-------------------------------------+----- ----------+-------------------------------------------- -------
+
4.|1 |雪中ウォーキング用厚手コート|スポーツカンパニー株式会社|[厚手、コート、ウォーキ
ング、イン、ザ、スノー]|
5.|2 |エレガントアウトドアサマーワンピース |YetiX |[エレガント,アウトドア,夏,ワンピー
ス] |
6.|3 |アウトドアバックパック |株式会社スポーツカンパニー|[アウトドア,バックパック] |
7.+-----+-------------------------------------+----- ----------+-------------------------------------------- -------
+コードブロック:
itemsDf.__1__(__2__(__3__)__4__)
A. 1.を選択します。
2.数える
3.col("アイテム名要素")
4.>3
B. 1.フィルター
2.数える
3.項目名要素
4. >=3
C. 1.選択
2.数える
3.「アイテム名要素」
4.>3
D. 1.フィルター
2.サイズ
3.「アイテム名要素」
4. >=3
（正しい）

E. 1.を選択します。
2.サイズ
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3.「アイテム名要素」
4.>3
Answer: D (メーッセージを残す)
説明

正しいコードブロック:
itemsDf.filter(size("itemNameElements")>3)
コードブロックの出力:
+------+----------------------+------- ------------------------+-------------------------------------------- -----+
|itemId|itemName |サプライヤー |itemNameElements |
+------+----------------------+------- ------------------------+-------------------------------------------- -----+
|1 |雪中ウォーキング用厚手コート|スポーツカンパニー株式会社|[厚手、コート、ウォーキン
グ、イン、ザ、スノー]|
|2 |エレガントアウトドアサマーワンピース |YetiX |【エレガント,アウトドア,夏,ワンピー

ス】|

+------+----------------------+------- ------------------------+-------------------------------------------- --+こ
の質問の大きな難点は、カウントとサイズの違いを理解することです (以下のドキュメン
トを参照してください)。sizeは、行ごとに配列内の要素の数を返すため、ここで選択する
のに正しい関数です。

この質問を解決するためのもう 1つの考慮事項は、選択とフィルターの違いです。元の
DataFrameの行を返したいので、フィルターが正しい選択です。selectを使用する場合は、
次のように、基準に一致する行を示す単一列の DataFrameを取得するだけです。
+----------------------------+
|(サイズ(項目名要素) > 3)|
+----------------------------+
|本当 |
|本当 |
|偽|

+----------------------------+
より詳しい情報：

カウントのドキュメント: pyspark.sql.functions.count - PySpark 3.1.1ドキュメントサイ
ズのドキュメント: pyspark.sql.functions.size - PySpark 3.1.1ドキュメント静的ノート
ブック |動的ノートブック:テスト 1を参照

最新問題: 18
次のコードブロックのうち、文字 Xを含まない DataFrame itemsDfの列サプライヤーの
すべての値の 1列の DataFrameを返すものはどれですか? DataFrameでは、すべての値
は 1回だけリストされる必要があります。
DataFrame itemsDfのサンプル:
1.+-----+---------------------+--------------------- -----------------------+
2.|アイテムID|アイテム名|属性|サプライヤー|
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3.+------+----------------------+--------------------- -----------------------+
4.| 1|和装向け厚手コート|[ブルー、冬、着心地]|株式会社スポーツカンパニー|
5.| 2|エレガントなアウトドア ...|[赤、夏、フレ...| YetiX|
6.| 3|アウトドアリュック|[グリーン、夏、夏...|株式会社スポーツカンパニー|
7.+-----+---------------------+--------------------- -----------------------+
A. itemsDf.filter(col(サプライヤー).not_contains('X')).select(サプライヤー).distinct()
B. itemsDf.select(~col('supplier').contains('X')).distinct()
C. itemsDf.filter(not(col('supplier').contains('X'))).select('supplier').unique()
D. itemsDf.filter(~col('サプライヤー').contains('X')).select('サプライヤー').distinct()
E. itemsDf.filter(!col('サプライヤー').contains('X')).select(col('サプライヤー')).unique()
Answer: (解答を表示する)
説明

正しいコードブロックの出力:
+----------------------+
|サプライヤー|
+----------------------+
|株式会社スポーツカンパニー|
+----------------------+
この質問に対処するための鍵は、操作の逆を行うためにどの演算子を使用するかを理解す

ることです

- ~ (not)演算子。さらに、unique()メソッドがないことを知っておく必要があります。
静的ノート |動的ノートブック:テスト 1を参照

最新問題: 19
Sparkのクラスター実行モードとクライアント実行モードの違いを説明しているものは次
のうちどれですか?
A.クラスターモードではクラスターマネージャーはワーカーノードに常駐しますが、ク
ライアントモードではクラスターマネージャーはエッジノードに常駐します。

B.クラスターモードでは、実行プロセスはワーカーノードで実行されますが、クライアン
トモードではゲートウェイノードで実行されます。

C.クラスターモードではドライバーはワーカーノードに常駐しますが、クライアント
モードではドライバーはエッジノードに常駐します。

D.クラスターモードではゲートウェイマシンがドライバーをホストしますが、クライア
ントモードではゲートウェイマシンがエグゼキューターと同じ場所に配置されます。

E.クラスターモードでは、Sparkドライバーはクラスターマネージャーと同じ場所に配
置されませんが、クライアントモードでは同じ場所に配置されます。

Answer: C (メーッセージを残す)
説明

クラスターモードではドライバーはワーカーノードに常駐しますが、クライアントモー

ドではドライバーはエッジノードに常駐します。
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正しい。Sparkのクライアントモードの考え方は、クラスターの外側にあるエッジノード
(ゲートウェイマシンとも呼ばれる)からワークロードを実行できるというものです。ただ
し、Sparkを実行する最も一般的な方法はクラスターモードであり、ドライバーはワー
カーノード上に常駐します。

実際には、クライアントモードでは、クラスター内のワーカーノード間のデータ転送速度

と比較して、データ転送速度に関して厳しい制約があります。また、エッジノードに障害が

発生すると、クライアントモードで実行されるジョブはすべて失敗します。これらの理由

により、クライアントモードは通常、運用環境では使用されません。

クラスターモードでは、クラスターマネージャーはワーカーノードに常駐しますが、クラ

イアント実行モードではクラスターマネージャーはエッジノードに常駐します。

いいえ。どちらの実行モードでも、クラスターマネージャーはワーカーノードに常駐しま

すが、クライアントモードのエッジノードには常駐しません。

クラスターモードでは、実行プロセスはワーカーノードで実行されますが、クライアント

モードではゲートウェイノードで実行されます。

これは間違いです。ドライバーのみがクライアントモードのゲートウェイノード (「エッ

ジノード」とも呼ばれます)で実行され、エグゼキュータープロセスは実行されません。
クラスターモードでは、Sparkドライバーはクラスターマネージャーと同じ場所に配置さ
れませんが、クライアントモードでは同じ場所に配置されます。

いいえ、クライアントモードでは、Sparkドライバーはドライバーと同じ場所に配置され
ません。クライアントモードの重要な点は、ドライバーがクラスターの外部にあり、クラス

ターを管理するリソース (クラスターマネージャーを実行するマシン)に関連付けられて
いないことです。

クラスターモードでは、ゲートウェイマシンがドライバーをホストしますが、クライアン

トモードではゲートウェイコンピューターがエグゼキューターと同じ場所に配置されま

す。

いいえ、まったく逆です。クラスターモードにはゲートウェイマシンはありませんが、ク

ライアントモードではドライバーがホストされます。

最新問題: 20
Sparkがフォールトトレランスを実現する方法を説明しているのは次のうちどれですか?
A. Sparkは、MEMORY_AND_DISKストレージレベルオプションを提供することで、
ワーカー障害が発生した場合のデータの迅速な回復に役立ちます。

B. RDDの計算中にワーカーノード上のエグゼキュータが失敗した場合、その RDDはリ
ネージュを使用して別のエグゼキュータによって再計算できます。

C. Sparkは、レガシー RDDデータシステム上にフォールトトレラントレイヤーを構築
しますが、それ自体はフォールトトレラントではありません。

D.変換後の DataFrameは可変であるため、ワーカーノードに障害が発生した場合、Spark
は観察されたリネージを使用して DataFrameを再現します。



E. Sparkは、この機能がspark.fault_recovery.enabledプロパティによって明示的に有効に
されている場合にのみフォールトトレラントになります。

Answer: B (メーッセージを残す)
説明

変換後の DataFrameは可変であるため、ワーカーノードに障害が発生した場合、Sparkは
観察されたリネージを使用して DataFrameを再作成します。
間違い -変換間では、DataFrameは不変です。Sparkはリネージも記録するため、障害が発
生した場合でも Sparkは任意の DataFrameを再現できます。これら 2つの側面は、Spark
のフォールトトレランスを理解するための鍵となります。

Sparkは、レガシー RDDデータシステム上にフォールトトレラントレイヤーを構築しま
すが、それ自体はフォールトトレラントではありません。

間違い。RDDは Resilient Distributed Datasetの略で、Sparkの中核であり、「レガシーシス

テム」ではありません。

設計によりフォールトトレラントになっています。

Sparkは、MEMORY_AND_DISKストレージレベルオプションを提供することで、ワー
カー障害が発生した場合のデータの迅速な回復に役立ちます。

本当じゃない。ワーカー障害が発生した場合のリカバリをサポートするために、Sparkは

「_2」、「_3」などのストレージレベルオプション (MEMORY_AND_DISK_2など)を提供し

ます。これらのストレージレベルは、データの複製を複数のノードに保持するように特別

に設計されています。これにより、最初にデータを再計算する必要がなく、データのコピー

をすぐに使用できるため、ワーカー障害が発生した場合に時間を節約できます。

Sparkは、この機能がspark.fault_recovery.enabledプロパティによって明示的に有効にさ
れている場合にのみフォールトトレラントになります。

いいえ、Sparkは設計上フォールトトレラントです。

最新問題: 21
次のコードブロックのうち、列 productIdが 0以下または 3であるすべての行を
DataFrameトランザクション Dfから選択するものはどれですか?
A. transactionsDf.filter(productId==3または productId<1)
B. transactionsDf.filter((col("productId")==3)または (col("productId")<1))
C. transactionsDf.filter(col("productId")==3 |col("productId")<1)
D. transactionsDf.where("productId"=3).or("productId"<1))
E. transactionsDf.filter((col("productId")==3) | (col("productId")<1))
Answer: (解答を表示する)
説明

この質問は、フィルター条件をチェーンする方法に関する知識を対象としています。各

フィルタリング条件は括弧内に入れる必要があります。「or」の正しい演算子はパイプ文字

(|)であり、単語 orではありません。もう 1つの重要な演算子は等価演算子です。比較のた
めに、等しいことは 2つの等号 (==)で表されます。
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静的ノート |動的ノートブック:テスト 2を参照

最新問題: 22
アキュムレータの使用に関する問題は次のうちどれですか?
A. Spark UIでは名前のないアキュムレータのみを検査できます。
B.アキュムレータで使用できるのは数値のみです。
C.アキュムレータの値はドライバーのみが読み取ることができ、エグゼキュータは読み取
ることができません。

D.アキュムレータは遅延評価に従いません。
E.アキュムレータは、ハードウェア障害によりタスクを再実行する必要があるかどうかに
関係なく、一度だけ更新されるため、デバッグに使用するのは困難です。

Answer: C (メーッセージを残す)
説明

アキュムレータの値はドライバーのみが読み取ることができ、エグゼキュータは読み取る

ことができません。

正しい。したがって、たとえば、エグゼキュータ間のワークロードを調整するためにアキュ

ムレータ変数を使用することはできません。アキュムレータ値の典型的な正規の使用例

は、デバッグ目的などでデータをドライバーに報告することです。たとえば、デバッグ目的

で UDF内の特定の条件に一致する値をカウントしたい場合、アキュムレータはそれを行
うための優れた方法を提供します。

アキュムレータでは数値のみを使用できます。

いいえ。pySparkのアキュムレータは数値 (intと floatを考えてください)のみをサポート
しますが、AccumulatorParamインターフェイス (以下にリンクされているドキュメント)
を介してカスタム型のアキュムレータを定義できます。

アキュムレータは遅延評価に従いません。

不正解 -アキュムレータは遅延評価に従います。これは実際に影響を及ぼします。アキュム
レータが変換でカプセル化されると、そのアキュムレータは後続のアクションが実行され

るまで変更されません。

アキュムレータは、ハードウェア障害によりタスクを再実行する必要があるかどうかに関

係なく、一度だけ更新されるため、デバッグに使用するのは困難です。

間違い。アキュムレータに関する懸念は、実際、特定の条件下では各タスクに対して複数回

実行される可能性があることです。たとえば、アキュムレータ変数が増加した後、タスクが

終了する前に、タスク中にハードウェア障害が発生し、障害に応じて Sparkが別のワー
カーでタスクを起動した場合、すでに実行されたアキュムレータ変数の増加が繰り返され

ます。

Spark UIでは、名前のないアキュムレータのみを検査できます。
いいえ。現在、PySparkでは、Spark UIでアキュムレーターを検査できません。Sparkの
Scalaインターフェイスでは、名前付きアキュムレーターのみが Spark UIで検査できま
す。
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詳細: Sparkアキュムレータを使用した結果の集計 | Sparkour、RDDプログラミングガイ
ド - Spark 3.1.2ドキュメント、pyspark.Accumulator - PySpark 3.1.2ドキュメント、およ
び pyspark.AccumulatorParam - PySpark 3.1.2ドキュメント

最新問題: 23
DataFrame itemsDfの列サプライヤーのそれぞれの値の隣にある列属性のすべての値の
テーブルを作成するには、以下に示すコードブロックをどの順序で実行する必要がありま

すか?
1. itemsDf.createOrReplaceView("itemsDf")
2.spark.sql("FROM itemsDf SELECT 'サプライヤー',explode('属性')")
3.spark.sql("FROM itemsDf SELECTサプライヤー、爆発(属性)")
4. itemsDf.createOrReplaceTempView("itemsDf")
A. 4、3
B. 1、3
C. 2
D. 4、2
E. 1、2
Answer: (解答を表示する)
説明

静的ノート |動的ノートブック:テスト 1を参照

最新問題: 24
データスキューに関する次の記述のうち、間違っているものはどれですか?
A. Sparkは、デフォルトではスキュー結合を自動的に最適化しません。
B.ブロードキャスト結合は、ソートマージ結合よりも偏ったデータの結合パフォーマンス
を向上させる実行可能な方法です。

C.偏ったデータフレームでは、最大のパーティションと最小のパーティションで消費され
るメモリ量が大きく異なります。

D.スキューを軽減するために、Sparkは結合時にキーの null値を自動的に無視します。
E.ソルティングによりデータスキューを解決できます。
Answer: D (メーッセージを残す)
説明

スキューを軽減するために、Sparkは結合時にキーの null値を自動的に無視します。
このステートメントは正しくないため、質問に対する正しい答えになります。NULL値を含
むキーの結合は、データスキューに関して特に懸念されます。

実際のアプリケーションでは、結合キーとして使用される列に値が割り当てられていない

レコードがテーブルに多数含まれる場合があります。結合中、データは大きく偏る危険が

あります。これは、NULL値の結合キーを持つすべてのレコードが単一の大きなパーティ
ションとして評価され、NULLキー以外のレコードの潜在的に多様なキー値 (したがって小
さなパーティション)とはまったく対照的であるためです。
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Sparkは特にこれを自動的に処理しません。ただし、Null値を一時的に破棄し、後でマージ
し直すなど、この問題を軽減するための戦略がいくつかあります (下記の最後のリンクを
参照)。
スキューのある DataFrameでは、最大のパーティションと最小のパーティションで消費さ
れるメモリ量が大きく異なります。

この発言は正しいです。実際、パーティションサイズが大きく異なることが、まさにス

キューの定義です。最大のパーティションが単一のエグゼキュータを長時間占有するた

め、スキューによって Sparkのパフォーマンスが低下する可能性があります。これは
Sparkジョブをブロックし、大きなパーティションが処理されるまで小さなパーティショ
ンを処理する他のエグゼキューターをアイドル状態にする必要があるため、リソースの非

効率的な使用になります。

ソルティングによりデータの偏りを解決できます。

この発言は正しいです。ソルト化の目的は、ソルト化されたパーティション化キーに基づ

いて、データを同様のサイズのパーティションに再分割する機会を Sparkに提供すること
です。

ソルト分割キーは通常、均一に分散された乱数で構成される列です。パーティション化

キー列の一意のエントリの数は、希望するパーティション数の数と一致する必要がありま

す。ソルト付きキーで再パーティション化した後は、すべてのパーティションのサイズが

ほぼ同じになるはずです。

Sparkは、デフォルトではスキュー結合を自動的に最適化しません。
この発言は正しいです。自動スキュー結合最適化は、Adaptive Query Execution (AQE)の機
能です。

デフォルトでは、AQEは Sparkで無効になっています。これを有効にするには、Sparkの
spark.sql.adaptive.enabled構成オプションをデフォルトの falseのままにするのではな
く、trueに設定する必要があります。
スキュー結合を自動的に最適化するには、Sparkのspark.sql.adaptive.skewJoin.enabledオ
プションも true (デフォルト)に設定する必要があります。
スキュー結合の最適化が有効になっている場合、Sparkはスキュー結合を認識し、大きな
パーティションを小さなパーティションに分割することで最適化するため、パフォーマン

スが向上します。

ブロードキャスト結合は、ソートマージ結合よりも偏ったデータの結合パフォーマンスを

向上させる実行可能な方法です。

この発言は正しいです。実際、ブロードキャスト結合は、条件によっては、偏ったデータの

結合パフォーマンスを向上させるのに役立ちます。結合される DataFrameの 1つは、他の
DataFrameからのパーティションに沿って、各エグゼキュータのメモリに収まるのに十分
な大きさである必要があります。この場合、ブロードキャスト結合はソートマージ結合よ

りも結合パフォーマンスを向上させます。

その理由は、偏ったデータを含むソートマージ結合には過剰なシャッフルが含まれるため

です。シャッフル中にデータがクラスター内に送信され、最終的に Sparkアプリケーショ



ンの速度が低下します。偏ったデータの場合、データ量とそれに伴う速度の低下が特に大き

くなります。

ただし、ブロードキャスト結合はデータのシャッフルを減らすのに役立ちます。小さい

テーブルはすべてのエグゼキューターに直接保存されるため、大量のネットワークトラ

フィックが排除され、最終的にソートマージ結合と比較して結合パフォーマンスが向上し

ます。

小さい方の DataFrameがデフォルトで設定されている 10 MBより大きい場合、スキュー
結合の動作を最適化するために、Sparkのspark.sql.autoBroadcastJoinThreshold構成プロ
パティを手動で調整することが合理的である可能性があることに注意してください。

より詳しい情報：

-パフォーマンスチューニング - Spark 3.0.0ドキュメント
- Sparkのパフォーマンスを向上させるデータスキューとガベージコレクション
-セクション 1.2 -歪んだデータの結合 * GitBook

最新問題: 25
以下に示すコードブロックは、列間の区切り文字としてタブ (\t文字)を使用し、欠損値を
文字列 n/aとして表現し、列名のヘッダー行を省略して、DataFrameトランザクション Df
を単一の CSVファイルとしてパス csvPathのディスクに書き込む必要があります。これ
を達成するには、コードブロック内の空白を正しく埋める答えを選択してください。

transactionsDf.__1__.write.__2__(__3__, " ").__4__.__5__(csvPath)
A. 1.合体(1)
2.オプション
3.「9月」
4.オプション("ヘッダー", True)
5.パス
B. 1.合体(1)
2.オプション
3.「コルセップ」
4.オプション("nullValue", "n/a")
5.パス
C. 1.再パーティション(1)
2.オプション
3.「9月」
4.オプション("nullValue", "n/a")
5.CSV
（正しい）

D. 1.csv
2.オプション
3.「9月」
4.オプション("空の値", "n/a")



5.パス
* 1.再パーティション(1)
2.モード
3.「9月」
4.mode("nullValue", "n/a")
5.CSV
Answer: C (メーッセージを残す)
説明

正しいコードブロック:
transactionsDf.repartition(1).write.option("sep", "\t").option("nullValue", "n/a").csv(csvPath)
ここで、質問が具体的に求めていることを理解することが重要です。DataFrameを単一の
CSVファイルとして書き込みます。これは、パーティションについて考えるきっかけとな
るはずです。デフォルトでは、すべてのパーティションは個別のファイルとして書き込ま

れるため、呼び出しに repatio(1)を含める必要があります。ここでも、coalesce(1)が機能し
ます。

次に、この質問は、DataFrameWriter.csv (以下のリンク)で動作する Sparkドキュメント内
のパラメーターを検索するよう促すものです。これらのパラメーターを適用するに

は、option()ステートメントが必要であることも知っておく必要があります。
最後の懸念は、一般的な呼び出し構造に関するものです。DataFrameの accessed writeを
呼び出すと、オプションが続き、csvを使用して DataFrameを書き込みます。ここでは
csv(csvPath)の代わりに、save(csvPath, format='csv')を使用することもできます。
詳細: pyspark.sql.DataFrameWriter.csv - PySpark 3.1.1ドキュメント静的ノートブック |
動的ノートブック:テスト 1を参照

最新問題: 26
以下に表示されるコードブロックには複数のエラーが含まれています。コードブロック

は、DataFrametransactionsDfから列transactionDateを削除し、列transactionTimestampを
追加する必要があります。この列では、DataFrametransactionDfの列transactionDateで文字
列として表現される日付がUNIXタイムスタンプに変換されます。エラーを見つけてくださ
い。

DataFrameトランザクション Dfのサンプル:
1.+---------------+----------+-----+----------+--------- +-----+----------------+
2.|transactionId|predError|value|storeId|productId| f|取引日|
3.+-------------+----------+-----+----------+--------- +-----+----------------+
4.| 1| 3| 4| 25| 1|ヌル|2020-04-2615:35|
5.| 2| 6| 7| 2| 2|ヌル|2020-04-1322:01|
6.| 3| 3| null| 25| 3|ヌル|2020-04-0210:53|
7.+---------------+----------+-----+----------+--------- +-----+----------------+コードブロック:
1.transactionsDf =transactionsDf.drop("transactionDate")
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2.transactionsDf["transactionTimestamp"] = unix_timestamp("transactionDate", "yyyy-MM-
dd")
A.列transactionDateは、transactionTimestampが書き込まれた後に削除する必要がありま
す。日付形式を示す文字列を調整する必要があります。既存の列割り当ての代わりに

withColumn演算子を使用する必要があります。unix_timestamp()の代わりに演算子
to_unixtime()を使用する必要があります。
B.列transactionDateは、transactionTimestampが書き込まれた後に削除する必要がありま
す。既存の列割り当ての代わりに withColumn演算子を使用する必要があります。列
transactionDateはcol()演算子でラップする必要があります。
C.列transactionDateはcol()演算子でラップする必要があります。
D.日付形式を示す文字列を調整する必要があります。コードブロック内のドロップアン
ドアサインパターンの代わりに withColumnReplaced演算子を使用して、列
transactionDateを新しい列transactionTimestampに置き換える必要があります。
E.列transactionDateは、transactionTimestampが書き込まれた後に削除する必要がありま
す。日付形式を示す文字列を調整する必要があります。既存の列割り当ての代わりに

withColumn演算子を使用する必要があります。
Answer: (解答を表示する)
説明

この質問を正しく理解するには、多くの思考が必要です。この問題を解決するには、テスト

中に提供されるデジタルメモ帳を活用するとよいでしょう。おそらく、コードブロックに

複数のエラーが含まれているのを見たことがあるでしょう。テストでは通常、エラーが 1
つだけ含まれるコードブロックに直面します。ただし、ここで練習しているので、この挑戦

的な複数エラーの問題により、実際の試験で単一エラーの問題に簡単に対処できるように

なります。

列transactionDateは、transactionTimestampが書き込まれた後にのみ削除する必要がある
ことが明確にわかります。これは、列transactionTimestampを生成するには、Sparkが列
transactionDateから値を読み取る必要があるためです。
元のtransactionsDf DataFrameの列transactionDateの値は、2020-04-26 15:35のようになり
ます。したがって、これらを正しく変換するには、yyyy-MM-dd HH:mmを渡す必要があり
ます。言い換えると：

日付形式を示す文字列を調整する必要があります。

(from_unixtime()演算子に沿って) unix_timestamp()を to_unixtime()に変更したくなるか
もしれませんが、この関数は Sparkには存在しません。unix_timestamp()は、ここで使用す
る正しい演算子です。

また、DataFrame.withColumnReplaced()演算子もありません。同様の演算子として
DataFrame.withColumnRenamed()があります。
Col()を使用するかどうかは unix_timestamp()には無関係です。このコマンドはどちらで
も問題ありません。
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最後に、Sparkでは、transactionsDf["columnName"] = ...のような列を割り当てることはで
きません。これは Pandas構文 (Pandasはデータ分析用の人気のある Pythonパッケージ
です)ですが、Sparkではサポートされていません。
したがって、代わりに Sparkの DataFrame.withColumn()構文を使用する必要があります。
詳細: pyspark.sql.functions.unix_timestamp - PySpark 3.1.2ドキュメント静的ノートブッ
ク |動的ノートブック:テスト 3を参照

最新問題: 27
次のコードブロックのうち、各行に 0から DataFrameトランザクション Dfの列
predErrorで指定された数値を含むすべての整数の配列が含まれる 1列の DataFrameを返
します。predErrorが nullの場合は nullを返します。
DataFrameトランザクション Dfのサンプル:
1.+---------------+----------+-----+----------+--------- +----+
2.|transactionId|predError|value|storeId|productId| f|
3.+-------------+----------+-----+----------+--------- +----+
4.| 1| 3| 4| 25| 1|ヌル|
5.| 2| 6| 7| 2| 2|ヌル|
6.| 3| 3| null| 25| 3|ヌル|
7.| 4| null| null| 3| 2|ヌル|
8.| 5| null| null| null| 2|ヌル|
9.| 6| 3| 2| 25| 2|ヌル|
10.+---------------+----------+-----+----------+--------- +----+
A. 1.def count_to_target(ターゲット):
2.ターゲットが「なし」の場合:

3.戻る
4.
5.結果 = [範囲(ターゲット)]
6.結果を返す
7。
8.count_to_target_udf = udf(count_to_target, ArrayType[IntegerType])
9.
10.transactionsDf.select(count_to_target_udf(col('predError')))
B. 1.def count_to_target(ターゲット):
2.ターゲットが「なし」の場合:

3.戻る
4.
5.結果 =リスト(範囲(ターゲット))
6.結果を返す
7。
8.transactionsDf.select(count_to_target(col('predError')))



C. 1.def count_to_target(ターゲット):
2.ターゲットが「なし」の場合:

3.戻る
4.
5.結果 =リスト(範囲(ターゲット))
6.結果を返す
7。
8.count_to_target_udf = udf(count_to_target, ArrayType(IntegerType()))
9.
10.transactionsDf.select(count_to_target_udf('predError'))
（正しい）

D. 1.def count_to_target(ターゲット):
2.結果 =リスト(範囲(ターゲット))
3.結果を返す
4.
5.count_to_target_udf = udf(count_to_target, ArrayType(IntegerType()))
6.
7.df =transactionsDf.select(count_to_target_udf('predError'))
E. 1.def count_to_target(ターゲット):
2.ターゲットが「なし」の場合:

3.戻る
4.
5.結果 =リスト(範囲(ターゲット))
6.結果を返す
7。
8.count_to_target_udf = udf(count_to_target)
9.
10.transactionsDf.select(count_to_target_udf('predError'))
Answer: (解答を表示する)
説明

正しいコードブロック:
def count_to_target(ターゲット):
ターゲットがなしの場合:
戻る

結果 =リスト(範囲(ターゲット))
結果を返す

count_to_target_udf = udf(count_to_target, ArrayType(IntegerType()))
transactionsDf.select(count_to_target_udf('predError'))
正しいコードブロックの出力:
+-------------------------------------+
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|count_to_target(predError)|
+-------------------------------------+
| [0, 1, 2]|
| [0、1、2、3、4、5]|
| [0, 1, 2]|
| null|
| null|
| [0, 1, 2]|
+-------------------------------------+
この質問は決して簡単ではありません。UDF (ユーザー定義関数)に関する構文に精通して
いる必要があります。具体的には、この質問では、正しい型を udfメソッドに渡すことが重
要です。単一の型ではなく特定の型の配列を返すということは、型の影響について通常よ

りも注意深く考える必要があることを意味します。

Sparkでは、常に ArrayType(IntegerType)ではなく、ArrayType(IntegerType())のようなイ
ンスタンス化された方法で型を渡すことに注意してください。ここで重要なのは括弧 ()で
す。忘れないように注意してください。

また、実際には、Pythonメソッド count_to_targetではなく、UDF count_to_target_udfを
select()演算子に渡していることにも注意する必要があります。
最後に、UDFでは null値は常に扱いにくいケースです。したがって、コードがそれらを正
しく処理できるように注意してください。

詳細情報: Python関数を PySpark関数 (UDF)に変換する方法 - Chang Hsin Lee -私の考
えを言葉に表します。

静的ノート |動的ノートブック:テスト 3を参照

最新問題: 28
クラスター上で実行されているアプリケーションが 1つだけである場合、大量のデータを
処理するときに Sparkのパフォーマンスを向上させる実行可能な方法は次のうちどれです
か?
A.プロパティspark.default.Parallelismおよびspark.sql.shuffle.partitionsの値を増やしま
す。

B.プロパティspark.default.Parallelismおよびspark.sql.partitionsの値を減らします。
C.プロパティspark.sql.Parallelismおよびspark.sql.partitionsの値を増やします。
D.プロパティspark.sql.Parallelismおよびspark.sql.shuffle.partitionsの値を増やします。
E.プロパティspark.dynamicAllocation.maxExecutors、spark.default.Parallelism、および
spark.sql.shuffle.partitionsの値を増やします。
Answer: A (メーッセージを残す)
説明

プロパティspark.default.Parallelismおよびspark.sql.partitionsの値を減らします。いいえ、
これらの値を増やす必要があります。
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プロパティspark.sql.Parallelismおよびspark.sql.partitionsの値を増やします。間違っていま
す。spark.sql.Parallelismプロパティはありません。
プロパティspark.sql.Parallelismおよびspark.sql.shuffle.partitionsの値を増やします。上記
を参照してください。

プロパティspark.dynamicAllocation.maxExecutors、spark.default.Parallelism、および
spark.sql.shuffle.partitionsの値を増やします。プロパティ
spark.dynamicAllocation.maxExecutorsは、spark.dynamicAllocation.enabledプロパティを
使用して動的割り当てが有効になっている場合にのみ有効です。。デフォルトでは無効に

なっています。動的割り当ては、同じクラスター上で複数のアプリケーションを並行して

実行する場合に役立ちます。ただし、この場合、クラスター上で実行されているアプリケー

ションは 1つだけであるため、動的割り当てを有効にしてもパフォーマンスの向上は得ら
れません。

詳細情報:データサイエンティストのための実践的な Sparkのヒント | Experfy.comと
Apache Spark構成設定の基本 |ハリル・エルタン著 |データサイエンスに向けて

(https://bit.ly/3gA0A6w、
https://bit.ly/2QxhNTr)

最新問題: 29
Sparkの実行階層で最も深いレベルは次のうちどれですか?
A.仕事
B.タスク
C.執行者
D.スロット
E.ステージ
Answer: B (メーッセージを残す)
説明

階層は上から下に、ジョブ、ステージ、タスクです。

エグゼキュータとスロットはタスクの実行を容易にしますが、それらは階層の直接の一部

ではありません。エグゼキュータは、特定の Sparkアプリケーションを実行する目的で、
ワーカーノード上のドライバーによって起動されます。スロットは、Sparkの作業の並列
化に役立ちます。エグゼキュータには複数のスロットを持たせることができ、これにより

複数のタスクを並行して処理できます。

最新問題: 30
Sparkのスタンドアロンデプロイメントモードについて説明しているのは次のうちどれ
ですか?
A.スタンドアロンモードでは、単一の JVMを使用して Sparkドライバーとエグゼキュー
ターのプロセスを実行します。

B.スタンドアロンモードは、クラスターにドライバーが含まれていないことを意味しま
す。
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C.スタンドアロンモードは、Sparkが YARNおよび Mesosクラスター上で実行される方
法です。

D.スタンドアロンモードでは、アプリケーションごとにワーカーごとに 1つのエグゼ
キュータのみを使用します。

E.スタンドアロンモードは、Sparkだけでなく、複数のフレームワークを実行するクラス
ターにとって実行可能なソリューションです。

Answer: D (メーッセージを残す)
説明

スタンドアロンモードでは、アプリケーションごとのワーカーごとに 1つのエグゼキュー
タのみを使用します。

これは正しいことであり、Sparkのスタンドアロンモードの制限です。
スタンドアロンモードは、複数のフレームワークを実行するクラスターにとって有効なソ

リューションです。

正しくない。スタンドアロンモードの制限は、Apache Sparkがクラスター上で実行される
唯一のフレームワークである必要があることです。同じクラスター上で複数のフレーム

ワーク (Apache Sparkと Apache Flinkなど)を並行して実行する場合は、YARNデプロイ
メントモードを検討します。

スタンドアロンモードでは、単一の JVMを使用して Sparkドライバーとエグゼキュー
ターのプロセスを実行します。

いいえ、これがローカルモードの動作です。

スタンドアロンモードは、Sparkが YARNおよび Mesosクラスター上で実行される方法
です。

いいえ。YARNモードと Mesosモードは、スタンドアロンモードとは異なる 2つのデプロ
イメントモードです。これらのモードを使用すると、Sparkをクラスター上の他のフレー
ムワークと並行して実行できます。Sparkがスタンドアロンモードで実行されている場
合、クラスター上で実行できるのは Sparkフレームワークのみです。
スタンドアロンモードは、クラスターにドライバーが含まれていないことを意味します。

不正解です。クライアントモードではクラスターにドライバーが含まれていませんが、ス

タンドアロンモードではドライバーがクラスター内のノードで実行されます。

詳細情報: Learning Spark、第 2版、第 1章

最新問題: 31
有効な実行モードは次のうちどれですか?
A. Kubernetes、ローカル、クライアント
B.クライアント、クラスター、ローカル
C.サーバー、スタンドアロン、クライアント
D.クラスター、サーバー、ローカル
E.スタンドアロン、クライアント、クラスター
Answer: B (メーッセージを残す)
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説明

実行モードと展開モードは混同されやすいため、これを正しく理解するのは難しい質問で

す。文学の中でも、両方の用語が同じ意味で使用されることがあります。

Sparkには、クライアント、クラスター、ローカル実行モードの 3つの有効な実行モードの
みがあります。実行モードは特定のフレームワークを参照するのではなく、インフラスト

ラクチャが相互に配置される場所を参照します。

クライアントモードでは、ドライバーはクラスターの外部のマシン上に配置されます。ク

ラスターモードでは、ドライバーはクラスター内のマシン上に配置されます。最後に、ロー

カルモードでは、すべての Sparkインフラストラクチャが単一のコンピューター上の単一
の JVM (Java仮想マシン)で開始され、ドライバーも含まれます。
デプロイメントモードは、多くの場合、Sparkをクラスターモードでデプロイする方法
と、Spark外部の特定のフレームワークを使用する方法を指します。有効なデプロイメント
モードは、スタンドアロン、Apache YARN、Apache Mesos、および Kubernetesです。
クライアント、クラスター、ローカル

正解です。これらはすべて Sparkの有効な実行モードです。
スタンドアロン、クライアント、クラスター

いいえ、スタンドアロンは有効な実行モードではありません。ただし、これは有効な展開

モードです。

Kubernetes、ローカル、クライアント
いいえ、Kubernetesはデプロイメントモードですが、実行モードではありません。
クラスター、サーバー、ローカル

いいえ、サーバーは実行モードではありません。

サーバー、スタンドアロン、クライアント

いいえ、スタンドアロンとサーバーは実行モードではありません。

詳細情報: Apache Spark内部 -学習ジャーナル

有効な Associate-Developer-Apache-Spark問題集は GoShiken.com が提供された合
格しやすい Associate-Developer-Apache-Spark試験問題集！ GoShiken.comが最新の
Associate-Developer-Apache-Spark試験問題集を提供しています。GoShiken.com
Associate-Developer-Apache-Spark試験問題は最新で、解答が正確でございます。最新
の GoShiken.com Associate-Developer-Apache-Spark問題集をゲットする人はこちら:
https://www.goshiken.com/Databricks/Associate-Developer-Apache-Spark-
mondaishu.html (17930%OFF問題集溶と正解付きで 30%ｗ特別割引コード:

Freepdfdumps)

最新問題: 32
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以下に表示されているコードブロックにはエラーが含まれています。以下のコードブロッ

クが実行されると、列storeIdとtransactionDate (この順序)に基づいて、DataFrameの
transactionDfが 14の部分に分割されているはずです。エラーを見つけてください。
コードブロック:
transactionDf.coalesce(14, ("storeId", "transactionDate"))
A.列名の周囲のかっこを削除し、コードブロックに .select()を追加する必要があります。
B.演算子の結合を再パーティションに置き換え、列名の周囲のかっこを削除し、コードブ
ロックに .count()を追加する必要があります。
（正しい）

C.演算子の合体を再パーティションに置き換え、列名の周囲のかっこを削除し、コードブ
ロックに .select()を追加する必要があります。
D.演算子 coalesceは repartitionに置き換える必要があり、列名を囲む括弧は角括弧に置
き換える必要があります。

E.オペレーター合体を再分割によって置き換える必要があります。
Answer: B (メーッセージを残す)
説明

正しいコードブロック:
transactionDf.repartition(14, "storeId", "transactionDate").count()
DataFrametransactionDfのパーティション数がわからないため、現在のパーティション数
が 14より小さい場合は何も変更されないため、Coalesceを安全に使用することはできま
せん。

したがって、再パーティションを使用する必要があります。

Sparkのドキュメントでは、再パーティションの呼び出し構造は次のように示されていま
す。

DataFrame.repartition(numPartitions, *cols)。*演算子は、numPartitionsの後の引数が列と
して解釈されることを意味します。したがって、ブラケットを取り外す必要があります。

最後に、質問では、実行後に DataFrameを分割する必要があると指定しています。した
がって、この質問は間接的に、コードブロックにアクションを追加するように求めていま

す。.select()は変換なので。ここで可能な唯一の選択肢は .count()です。
詳細: pyspark.sql.DataFrame.repartition - PySpark 3.1.1ドキュメント静的ノートブック |
動的ノートブック:テスト 1を参照

最新問題: 33
以下に表示されているコードブロックにはエラーが含まれています。コードブロック

は、Pythonメソッド find_most_freq_letterを使用して、DataFrame itemsDfの列
itemNameに最も多く存在する文字を検索し、それを新しい列 most_frequent_letterで返す
必要があります。エラーを見つけてください。

コードブロック:
1. find_most_freq_letter_udf = udf(find_most_freq_letter)
2. itemsDf.withColumn("most_frequent_letter", find_most_freq_letter("itemName"))
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A. Sparkは UDFメソッドを正しく使用していません。
B.戻り値の型が欠落しているため、UDFメソッドが正しく登録されていません。
C.「itemName」式は、col()でラップする必要があります。
D. UDFは PySparkに存在しません。
E. Sparkは列を追加していません。
Answer: A (メーッセージを残す)
説明

正しいコードブロック:
find_most_freq_letter_udf = udf(find_most_frequent_letter)
itemsDf.withColumn("most_frequent_letter", find_most_freq_letter_udf("itemName")) Spark
は、ここで以前に登録された find_most_freq_letter_udfメソッドを使用する必要がありま
すが、元のコードブロックではそれを行っていません。そこでは、Pythonメソッドの非
UDFバージョンを使用するだけです。
通常、udf()の戻り値の型を指定する必要があることに注意してください。この場合を除き
ます。udf()のデフォルトの戻り値の型は文字列であり、これがここで期待されるもので
す。代わりに整数変数を返したい場合は、find_most_freq_letter_udf =
udf(find_most_freq_letter, IntegerType())を使用して、Python関数を UDFとして登録する
必要があります。

詳細: pyspark.sql.functions.udf - PySpark 3.1.1ドキュメント

最新問題: 34
以下に表示されているコードブロックにはエラーが含まれています。コードブロックは、

結合または集計のためにエグゼキューター間でデータを交換するときに、データを 20の
部分に分割するように Sparkを構成する必要があります。エラーを見つけてください。
コードブロック:
スパーク.conf.set(spark.sql.shuffle.partitions, 20)
A.コードブロックは、オプションを設定するために間違ったコマンドを使用しています。
B.コードブロックが間違ったオプションを設定しています。
C.コードブロックでオプションが正しく表現されていません。
D.コードブロックが間違ったパーツ数を設定しています。
E.コードブロックにパラメータがありません。
Answer: C (メーッセージを残す)
説明

正しいコードブロック:
スパーク.conf.set("spark.sql.shuffle.partitions", 20)
コードブロックはオプションを誤って表現しています。

正しい！オプションは文字列として表現する必要があります。

コードブロックが間違ったオプションを設定しています。

いいえ、spark.sql.shuffle.partitionsは質問のユースケースの正しいオプションです。
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コードブロックが間違ったパーツ数を設定しています。

違います。コードブロックには 20個の部分が正しく記載されています。
コードブロックは、オプションを設定するために間違ったコマンドを使用しています。

いいえ、PySparkでは、spark.conf.set()がオプションを設定するための正しいコマンドで
す。

コードブロックにパラメーターがありません。

不正解です。spark.conf.set()は 2つのパラメータを取ります。
詳細情報:構成 - Spark 3.1.2ドキュメント

最新問題: 35
ブロードキャスト変数に関する次の記述のうち、正しいものはどれですか?
A.ブロードキャスト変数は、単一タスクごとにシリアル化されます。
B.ブロードキャスト変数は、メモリに収まらないテーブルによく使用されます。
C.ブロードキャスト変数は不変です。
D.ブロードキャスト変数はタスクごとに動的に更新されることがあります。
E.ブロードキャスト変数はワーカーノードに対してローカルであり、クラスター全体で共
有されません。

Answer: C (メーッセージを残す)
説明

ブロードキャスト変数はワーカーノードに対してローカルであり、クラスター全体では共

有されません。

ブロードキャスト変数はクラスター全体で共有されることを意図しているため、これは誤

りです。したがって、それらはワーカーノードに対してローカルなだけではなく、すべての

ワーカーノードで利用できます。

ブロードキャスト変数は、メモリに収まらないテーブルによく使用されます。

ブロードキャスト変数は小さくてメモリに収まるためにのみブロードキャストできるた

め、これは誤りです。

ブロードキャスト変数は、単一タスクごとにシリアル化されます。

これは誤りです。なぜなら、タスクはクラスター内のすべてのマシンにキャッシュされ、単

一タスクごとにシリアル化する必要がなくなるからです。

ブロードキャスト変数は、タスクごとに動的に更新されることがあります。

ブロードキャスト変数は不変であり、決して更新されないため、これは誤りです。

詳細情報: Spark -決定版ガイド、第 14章

最新問題: 36
Spark実行階層におけるタスクの役割を説明しているものは次のうちどれですか?
A.タスクは実行階層の最小要素です。
B. 1つのタスク内で、スロットはデータの各パーティションに対して実行される作業の単
位です。
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C.タスクは実行階層内で 2番目に小さい要素です。
D.依存関係が狭いステージを 1つのタスクにグループ化できます。
E.幅広い依存関係を持つタスクを 1つのステージにグループ化できます。
Answer: A (メーッセージを残す)
説明

依存関係が狭いステージは 1つのタスクにグループ化できます。
違います。依存関係が狭いタスクは 1つのステージにグループ化できます。
幅広い依存関係を持つタスクは 1つのステージにグループ化できます。
ワイド変換を行うと常にステージの境界を示すシャッフルが発生するため、間違っていま

す。したがって、幅広い依存関係を持つ複数のタスクを1つのステージにバンドルすること
はできません。

タスクは、実行階層内で 2番目に小さい要素です。
いいえ、それらは実行階層の最小要素です。

1つのタスク内で、スロットはデータの各パーティションに対して実行される作業の単位
です。

いいえ、タスクはパーティションごとに実行される作業の単位です。スロットは、Sparkの
作業の並列化に役立ちます。エグゼキュータには複数のスロットを持たせることができ、

これにより複数のタスクを並行して処理できます。

最新問題: 37
Sparkが Hadoopと比較して持つパフォーマンス上の大きな利点の 1つは次のうちどれで
すか?
A. Sparkはデータを DAG形式で保存することで優れたパフォーマンスを実現します
が、Hadoopは寄木細工のファイルしか使用できません。
B. Sparkは、Hadoopとは異なり、Kubernetes上にデプロイできるため、クエリに対する
高い復元力を実現します。

C. Sparkはメモリ内にデータを保存し、計算を実行することで優れたパフォーマンスを実
現しますが、Hadoopでの大規模なジョブには、比較的遅いディスク I/O操作が大量に必要
になります。

D. Sparkはデータを HDFS形式で保存することで優れたパフォーマンスを実現します
が、Hadoopは寄木細工のファイルしか使用できません。
E. Sparkは、ユーザーフレンドリーな APIで Hadoopの DataFrameを拡張することで、
開発者のパフォーマンスの向上を実現します。

Answer: C (メーッセージを残す)
説明

Sparkはデータを DAG形式で保存することで優れたパフォーマンスを実現します
が、Hadoopは寄木細工のファイルしか使用できません。
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違います。「DAG形式」はありません。DAGは「有向非巡回グラフ」の略です。DAG

は、Sparkで計算ステップを表す手段です。ただし、Hadoopが DAGを使用しないのは事
実です。

Sparkでの DAGの導入は、ディスクへのデータの書き込みとディスクからの読み取りを
継続的に行う必要があるという Hadoopのマップリデュースフレームワークの制限の結
果でした。

Apache Sparkのグラフ DAG - DataFlair
Sparkはデータを HDFS形式で保存することで優れたパフォーマンスを実現します
が、Hadoopは寄木細工のファイルしか使用できません。
いいえ、Sparkは確かにデータを HDFS (および他の形式)に保存できますが、これは
Hadoopに比べてパフォーマンス上の重要な利点ではありません。Hadoopは、Parquetだ
けでなく、複数のファイル形式を使用できます。

Sparkは、Hadoopとは異なり、Kubernetes上にデプロイできるため、クエリに対してより
高い復元力を実現します。

いいえ、質問では回復力は求められていません。質問はパフォーマンスの向上についてで

す。

Hadoopと Sparkはどちらも Kubernetesにデプロイできます。
Sparkは、ユーザーフレンドリーな APIで Hadoopの DataFrameを拡張することで、開発
者のパフォーマンスを向上させます。

いいえ、DataFrameは Sparkの概念ですが、Hadoopの概念ではありません。

最新問題: 38
以下に表示されているコードブロックにはエラーが含まれています。コードブロックは、

結合の実行時に最大 20 MBのサイズの DataFrameがすべてのワーカーノードにブロー
ドキャストされるように Sparkを構成する必要があります。
エラーを見つけてください。

コードブロック:
A. spark.conf.set("spark.sql.autoBroadcastJoinThreshold", 20)
B. Sparkは、デフォルト値よりもはるかに小さい DataFrameのみをブロードキャストし
ます。

C.構成を書き込むための正しいオプションは、spark.confではなく、spark.configを使用す
ることです。

D. Sparkは制限をしきい値結合にのみ適用し、他の結合には適用しません。
E.渡された制限の変数タイプが間違っています。
F.コマンドは遅延評価され、その後にアクションが続く必要があります。
Answer: (解答を表示する)
説明

これは難しい質問です。さまざまな答えを 1つずつ評価してみましょう。
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Sparkは、デフォルト値よりもはるかに小さい DataFrameのみをブロードキャストしま
す。

これは正しいです。デフォルト値は 10 MB (10485760バイト)で
す。Spark.sql.autoBroadcastJoinThresholdの構成では (メガバイトではなく)バイト単位
の数値が必要であるため、コードブロックは、要求された 20 * 1024 * 1024 (= 20971520)
バイトではなく、制限を単に 20バイトに設定します。
コマンドは遅延評価されるため、その後にアクションを実行する必要があります。

いいえ、このコマンドはすぐに評価されます。

Sparkは制限をしきい値結合にのみ適用し、他の結合には適用しません。
「しきい値結合」がないため、このオプションは意味がありません。

構成を書き込むための正しいオプションは、spark.confではなく、spark.configを使用する
ことです。

いいえ、それは確かにspark.confです!
渡された制限の変数タイプが間違っています。

この構成では、バイト数 (数値)が入力として期待されます。したがって、コードブロック
で指定されている 20は問題ありません。

最新問題: 39
以下に示すコードブロックは、列transactionDateFormをDataFrametransactionsDfに追加
する必要があります。この列は、transactionDate列の Unix形式のタイムスタンプを 4月
26日 (日曜日)のように文字列型で表現する必要があります。これを達成するには、コード
ブロック内の空白を正しく埋める答えを選択してください。

トランザクションDf.__1__(__2__, from_unixtime(__3__, __4__))
A. 1. withColumn
2.「トランザクション日付フォーム」
3.「MMM d (EEEE)」
4.「取引日」
B. 1.を選択します。
2.「取引日」
3.「トランザクション日付フォーム」
4.「MMM d (EEEE)」
C. 1. withColumn
2.「トランザクション日付フォーム」
3.「取引日」
4.「MMM d (EEEE)」
D. 1.withColumn
2.「トランザクション日付フォーム」
3.「取引日」
4.「MM d (EEE)」



E. 1.withColumnRenamed
2.「取引日」
3.「トランザクション日付フォーム」
4.「MM d (EEE)」
Answer: (解答を表示する)
説明

正しいコードブロック:
transactionDf.withColumn("transactionDateForm", from_unixtime("transactionDate", "MMM
d (EEEE)"))この質問は、特に列の「追加」について尋ねています。提示されたすべての回答

のコンテキストでは、DataFrame.withColumn()がこれに対する正しいコマンドです。理論
的には、既存の列をすべて選択して新しい列を追加する場合、DataFrame.select()をこの目
的に使用することもできます。

DataFrame.withColumnRenamed()は、既存の列の名前を変更することしかできず、新しい
列を追加したり、列の値を変更したりすることはできないため、適切なコマンドではあり

ません。

DataFrame.withColumn()を選択すると、ドキュメント (以下を参照)で、メソッドへの最初
の入力引数は新しい列の列名にする必要があることがわかります。

最後の難関は日付形式です。この質問は、日付形式として 4月 26日 (日曜日)が必要であ
ることを示しています。答えには「MM d (EEEE)」と「MM d (EEEE)」が選択肢として表示さ

れます。Sparkで使用される日付形式の詳細を知るのは難しい場合があります。特
に、MMMと MMの違いを知ることは、おそらく毎日対処することではありません。ただ
し、違いを覚える簡単な方法があります。通常、M (1文字)は最も短い形式で、4月を表す 4
です。MMにはパディングが含まれます: 4月の場合は 04。MMM (3文字)は 3文字の月の
略称で、4月を表す Aprです。MMMMは可能な限り長い形式です: Aprilです。この 4文字
の順序を知っておくと、ここで正しいオプションを選択するのに役立ちます。

詳細: pyspark.sql.DataFrame.withColumn - PySpark 3.1.2ドキュメント静的ノートブック
|動的ノートブック:テスト 3を参照

最新問題: 40
以下に表示されているコードブロックにはエラーが含まれています。コードブロックは、

一意の storeIdによってグループ化された列値の行の平均を返す必要があります。エラー
を見つけてください。

コードブロック:
transactionsDf.agg("ストアID").avg("値")
A. avg("value")の代わりに、avg(col("value"))を使用する必要があります。
B. avg("value")は、agg()に追加するのではなく、2番目の引数として指定する必要があり
ます。

C.すべての列名は、col()演算子で囲む必要があります。
D. aggは groupByに置き換える必要があります。
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E.「storeId」と「value」を交換する必要があります。
Answer: D (メーッセージを残す)
説明

静的ノート |動的ノートブック:テスト 1を参照
(https://flrs.github.io/spark_practice_tests_code/#1/30.html、
https://bit.ly/sparkpracticeexams_import_instructions)

最新問題: 41
狭い変換を説明しているのは次のうちどれですか?
A.ナロー変換は、パーティション間でデータを交換する操作です。
B.ナロー変換は、複数の RDDからのデータが使用されるプロセスです。
C.ナロー変換は、32ビットの float変数を 16ビットや 8ビットの float変数などのより小
さな float変数にキャストするプロセスです。
D.ナロー変換は、クラスター全体でデータを交換する操作です。
E.ナロー変換は、クラスター間でデータが交換されない操作です。
Answer: (解答を表示する)
説明

ナロー変換は、クラスター間でデータが交換されない操作です。

正しい！ナロー変換では、これらの変換は適用されるパーティションの外部からのデータ

を必要としないため、クラスター全体でデータは交換されません。典型的な狭い変換には、

フィルタ、ドロップ、合体が含まれます。

ナロー変換は、パーティション間でデータを交換する操作です。

いいえ、それは広い変換の 1つの定義ではありますが、狭い変換の定義ではありません。通
常、広範囲にわたる変換ではシャッフルが発生し、パーティション、エグゼキュータ、クラ

スター間でデータが交換されます。

ナロー変換は、クラスター全体でデータを交換する操作です。

いいえ、このすぐ上の説明を参照してください。

ナロー変換は、32ビットの float変数をより小さな float変数にキャストするプロセスで
す。

16ビットまたは 8ビットの浮動小数点変数。
いいえ、型変換は Sparkの狭い変換とは何の関係もありません。
ナロー変換は、複数の RDDからのデータが使用されるプロセスです。
いいえ。回復力のある分散データセット (RDD)は、パーティションのコレクションとして
説明できます。ナロー変換では、パーティション間でデータは交換されません。したがっ

て、RDD間でデータは交換されません。
ただし、狭い変換、および実際にはどのような変換でも新しい RDDが作成されると言える
でしょう。これは、変換により既存の RDDが変更されるためです (RDDは、DataFrameな
どの他の Sparkデータ構造の基礎です)。ただし、RDDは不変であるため、変換によって生
じた変更を反映するには、新しい RDDを作成する必要があります。
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詳細情報: Sparkの変換とアクション:詳細 |ミスバウディン | 2011/11/1コードX |中くら
い

最新問題: 42
filePathに保存されている JSONファイルを DataFrameとして読み取るコードブロック
は次のどれですか?
A. spark.read.json(ファイルパス)
B. spark.read.path(filePath,source="json")
C. spark.read().path(filePath)
D. spark.read().json(ファイルパス)
E. spark.read.path(ファイルパス)
Answer: A (メーッセージを残す)
説明

スパーク.read.json(ファイルパス)
正しい。smile.readは Sparkの DataFrameReaderにアクセスします。次に、Spark
は、filePathを DataFrameReader.json()メソッドに渡すことによって、JSONタイプとし
て読み取られるファイルタイプを識別します。

スパーク.読み取り.パス(ファイルパス)
正しくない。Sparkの DataFrameReaderにはパスメソッドがありません。ファイルを読
み取るための汎用的な方法は、DataFrameReader.load()メソッド (以下のリンク)によっ
て提供されます。

smile.read.path(filePath,source="json")
間違い。DataFrameReader.path()メソッドは存在しません (上記を参照)。
スパーク.read().json(ファイルパス)
正しくない。smile.readは、Sparkの DataFrameReaderにアクセスする方法です。ただ
し、DataFrameReaderは呼び出し可能ではないため、spark.read()経由での呼び出しは失
敗します。

スパーク.read().path(ファイルパス)
いいえ、Sparkの DataFrameReaderは呼び出し可能ではありません (上記を参照)。
詳細: pyspark.sql.DataFrameReader.json - PySpark 3.1.2ドキュメン
ト、pyspark.sql.DataFrameReader.load - PySpark 3.1.2ドキュメント静的ノートブック |
動的ノートブック:テスト 3を参照

最新問題: 43
以下に示すコードブロックは、列 cosが追加された DataFrametransactionDfのコピーを
返す必要があります。

この列には、列 valueの値が度に変換され、それらの変換された値のコサインが取得され、
小数点第 2位に四捨五入されている必要があります。これを達成するには、コードブロッ
ク内の空白を正しく埋める答えを選択してください。

コードブロック:
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トランザクションDf.__1__(__2__,round(__3__(__4__(__5__)),2))
A. 1. withColumn
2.col("cos")
3.cos
4.度
5.transactionDf.value
B. 1.withColumnRenamed
2.「コス」
3.cos
4.度
5.「transactionsDf.value」
C. 1. withColumn
2.「コス」
3.cos
4.度
5.transactionDf.value
D. 1.withColumn
2.col("cos")
3.cos
4.度
5.col("値")
E

。1.列あり
2.「コス」
3.度
4.cos
5.col("値")
Answer: C (メーッセージを残す)
説明

正しいコードブロック:
transactionsDf.withColumn("cos",round(cos(degrees(transactionsDf.value)),2))この質問
は、colと "cos"が非常に似ているため、特に混乱を招きます。試験では似たような解答の
選択肢が現れる可能性があり、この問題と同様に、正しい解答の選択肢を特定するには細

部に注意を払う必要があります。

除外する最初の回答オプションは、withColumnRenamed:質問 NO:で始まるものです。
特に列の追加について説明します。ただし、withColumnRenamed演算子は既存の列の名前
を変更するだけなので、ここでは使用できません。

次に、transactionsDf.withColumn()の最初の引数であるギャップ 2に何を入れるかを決定
する必要があります。

https://www.jpnpdf.com/Databricks.Associate-Developer-Apache-Spark.v2023-12-11.q63-mondaishu.html


ドキュメント (以下にリンク)を見ると、withColumnの最初の引数は実際には追加する列
の名前を含む文字列である必要があることがわかります。したがって、ギャップ 2のオプ
ションとしてcol("cos")を含む回答は無視できます。
これにより、考えられる答えは 2つになります。これら 2つの答えの本当の違いは、cos法
と次数法がどこにあるか (ギャップ 3と 4、またはその逆)です。質問から、新しい列には

「列 valueの値が度に変換され、それらの変換された値のコサインが取られる」必要がある

ことがわかります。これにより、操作の明確な順序が規定されます。まず、値を列の値から

度に変換し、次にそれらの値のコサインを取得します。したがって、内側の括弧 (ギャップ
4)には次数法が含まれている必要があり、論理的にはギャップ 3に cos法が含まれます。
これにより、考えられる正解は 1つだけになります。
詳細: pyspark.sql.DataFrame.withColumn - PySpark 3.1.2ドキュメント静的ノートブック
|動的ノートブック:テスト 3を参照

最新問題: 44
次のコードブロックのうち、DataFrameのパーティションを 12から 6に減らし、フル
シャッフルを実行するものはどれですか?
A. DataFrame.repartition(12)
B. DataFrame.coalesce(6).shuffle()
C. DataFrame.coalesce(6)
D. DataFrame.coalesce(6, shuffle=True)
E. DataFrame.repartition(6)
Answer: (解答を表示する)
説明

DataFrame.repartition(6)
正しい。repartition()は常に完全なシャッフルをトリガーします (coalesce()とは異なりま
す)。
DataFrame.repartition(12)
いいえ、これでは DataFrameに 6つのパーティションではなく 12のパーティションが残
るだけです。

DataFrame.coalesce(6)
coalesceはデータの完全なシャッフルを実行しません。「フルシャッフル」を見る

と、coalesce()を扱っていないことがわかります。coalesce()は必要に応じて部分的な
シャッフルを実行できますが、シャッフル操作を最小限に抑え、エグゼキュータ間で送信

されるデータ量を最小限に抑えようとします。

ここでは、2つのパーティションを 1つに結合するだけで、12のパーティションを簡単に
6つのパーティションに再分割できます。
DataFrame.coalesce(6, shuffle=True)および DataFrame.coalesce(6).shuffle()これらのス
テートメントは有効な Spark API構文ではありません。
詳細: Sparkの再分割と合体 - Apache Sparkでの再分割と合体についての説明 - Rock the
JVMブログ
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最新問題: 45
次のコードブロックのうち、DataFrame itemsDfをストレージ場所 filePathのディスクに
書き込み、その場所にある既存のデータを確実に置き換えるものはどれですか?
A. itemsDf.write.mode("上書き").parquet(filePath)
B. itemsDf.write.option("parquet").mode("overwrite").path(filePath)
C. itemsDf.write(filePath, mode="上書き")
D. itemsDf.write.mode("上書き").path(ファイルパス)
E. itemsDf.write().parquet(filePath, mode="overwrite")
Answer: A (メーッセージを残す)
説明

itemsDf.write.mode("上書き").parquet(filePath)
正しい！itemsDf.writeは、pyspark.sql.DataFrameWriterインスタンスを返します。その上
書き動作は、モード設定を通じて、または parquet()コマンドに mode="overwrite"を渡す
ことによって変更できます。

この問題を解決するために寄木細工の形式は規定されていませんが、parquet()は Sparkを
開始してデータをディスクに書き込むための有効な演算子です。

itemsDf.write.mode("上書き").path(ファイルパス)
いいえ。pyspark.sql.DataFrameWriterインスタンスには path()メソッドがありません。
itemsDf.write.option("parquet").mode("overwrite").path(filePath)
不正解です。上記を参照してください。さらに、option()メソッドを介してファイル形式を
渡すことはできません。

itemsDf.write(filePath, mode="上書き")
間違い。残念ながら、これは単純すぎます。itemsDf.writeを呼び出して、DataFrameの
DataFrameWriterへのアクセスを取得する必要があります。これにより、Sparkデータを
ディスクに書き込む方法を制御するためのさらなるメソッドを適用できます。ただし、引

数を itemsDf.writeに直接渡すことはできません。
itemsDf.write().parquet(filePath, mode="上書き")
間違い。上記を参照。

詳細: pyspark.sql.DataFrameWriter.parquet - PySpark 3.1.2ドキュメント静的ノートブッ
ク |動的ノートブック:テスト 3を参照

最新問題: 46
Sparkの実行階層の最上位レベルはどれですか?
A.タスク
B.ステージ
C.仕事
D.スロット
E.執行者
Answer: C (メーッセージを残す)
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有効な Associate-Developer-Apache-Spark問題集は GoShiken.com が提供された合
格しやすい Associate-Developer-Apache-Spark試験問題集！ GoShiken.comが最新の
Associate-Developer-Apache-Spark試験問題集を提供しています。GoShiken.com
Associate-Developer-Apache-Spark試験問題は最新で、解答が正確でございます。最新
の GoShiken.com Associate-Developer-Apache-Spark問題集をゲットする人はこちら:
https://www.goshiken.com/Databricks/Associate-Developer-Apache-Spark-
mondaishu.html (17930%OFF問題集溶と正解付きで 30%ｗ特別割引コード:

Freepdfdumps)

最新問題: 47
タスクについて説明しているのは次のうちどれですか?
A.タスクは、変換に応じてドライバーからエグゼキューターに送信されるコマンドです。
B.タスクはジョブを DAGに変換します。
C.タスクはスロットの集合です。
D.タスクは行のコレクションです。
E.タスクはドライバーによってエグゼキューターに割り当てられます。
Answer: (解答を表示する)
説明

タスクはドライバーによって実行プログラムに割り当てられます。

正しい！言い換えると、エグゼキュータはドライバによって割り当てられたタスクを取得

し、パーティション上で実行し、その結果をドライバに報告します。

タスクはジョブを DAGに変換します。
いいえ、このステートメントは Spark階層内の要素の順序を無視しています。Sparkドラ
イバーはジョブを DAGに変換します。各ジョブは 1つ以上のステージで構成されます。各
ステージには 1つ以上のタスクが含まれます。
タスクは行のコレクションです。

間違い。パーティションは行のコレクションです。タスクは行のコレクションとはほとん

ど関係がありません。どちらかというと、タスクは特定のパーティションを処理します。

タスクは、変換に応じてドライバーからエグゼキュータに送信されるコマンドです。

正しくない。変換は遅延評価されるため、Sparkドライバーは変換に応じてエグゼキュータ
に何も送信しません。したがって、Sparkドライバーは、アクションに応じてのみタスクを
実行プログラムに送信します。

タスクはスロットの集合です。

いいえ。エグゼキュータにはタスクを処理するための 1つ以上のスロットがあり、各ス
ロットにタスクを割り当てることができます。

最新問題: 48
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次のコードブロックのうち、DataFrameトランザクション Dfの列 "value"の平均値をそ
の列 storeIdごとにグループ化して示す DataFrameを返すものはどれですか?
A. transactionsDf.groupBy(col(storeId).avg())
B. transactionsDf.groupBy("storeId").avg(col("value"))
C. transactionsDf.groupBy("storeId").agg(avg("value"))
D. transactionsDf.groupBy("storeId").agg(average("value"))
E. transactionsDf.groupBy("値").average()
Answer: C (メーッセージを残す)
説明

この質問では、Sparkでの groupByパターンと aggパターンの使用方法に関する知識をテ
ストします。ドキュメントを参照すると、pyspark.sql.functionsに Average()メソッドがな
いことがわかります。

静的ノート |動的ノートブック:テスト 2を参照

最新問題: 49
次のコードブロックは、DataFrameトランザクション Dfのすべての列のさまざまな集計
統計 (各列の値の標準偏差と最小値を含む)を表示するのはどれですか?
A. transactionDf.summary()
B. transactionsDf.agg("カウント", "平均", "stddev", "25%", "50%", "75%", "min")
C. transactionsDf.summary("count", "mean", "stddev", "25%", "50%", "75%", "max").show()
D. transactionsDf.agg("count", "mean", "stddev", "25%", "50%", "75%", "min").show()
E. transactionsDf.summary().show()
Answer: E (メーッセージを残す)
説明

DataFrame.summary()コマンドは、DataFrameの統計を迅速に計算するのに非常に実用
的です。計算結果を表示するには、.show()を呼び出す必要があります。デフォルトでは、コ
マンドは標準偏差や最小値などのさまざまな統計を計算します (以下にリンクされている
ドキュメントを参照)。
summary()の括弧内に多くのオプションをリストした回答には、質問で求められている最
小値が含まれていないことに注意してください。

DataFrame.agg()は値を集計する方法についてのより複雑な列固有の命令を期待している
ため、agg()を含む回答オプションはここでは機能しません。
より詳しい情報：

- pyspark.sql.DataFrame.summary - PySpark 3.1.2ドキュメント
- pyspark.sql.DataFrame.agg - PySpark 3.1.2ドキュメント
静的ノート |動的ノートブック:テスト 3を参照

最新問題: 50
RDDに関する次の記述のうち、間違っているものはどれですか?
A. RDDは単一のパーティションで構成されます。
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B.高レベルの DataFrame APIは、低レベルの RDD APIの上に構築されます。
C. RDDは不変です。
D. RDDは Resilient Distributed Datasetの略です。
E. RDDは、クエリの実行方法を Sparkに正確に指示するのに最適です。
Answer: A (メーッセージを残す)
説明

RDDは単一のパーティションで構成されます。
まったく逆です。Sparkは RDDを分割し、そのパーティションを複数のノードに分散しま
す。

最新問題: 51
Sparkの DataFrameに関する次の記述のうち、間違っているものはどれですか?
A. Sparkの DataFrameは不変です。
B. Sparkの DataFrameは Pythonの DataFrameと同等です。
C. DataFrame内のデータは名前付き列に編成されます。
D. RDDは DataFrameの中核です。
E. DataFrame内のデータは複数のチャンクに分割される場合があります。
Answer: (解答を表示する)
説明

Sparkの DataFrameは、Pythonまたは Rの DataFrameと同等です。
いいえ、それらは平等ではありません。似ているだけです。Sparkと Pythonの主な違い
は、Sparkの DataFrameは分散されるのに対し、Pythonの DataFrameは分散されないこ
とです。

最新問題: 52
クライアント実行モードとクラスター実行モードの違いを説明しているものは次のうちど

れですか?
A.クラスターモードでは、ドライバーはワーカーノードで実行されますが、クライアント
モードでは、ドライバーはクライアントマシンで実行されます。

B.クラスターモードでは、ドライバーはエッジノードで実行されますが、クライアント
モードでは、ドライバーはワーカーノードで実行されます。

C.クラスターモードでは、各ノードが独自のエグゼキューターを起動しますが、クライア
ントモードでは、エグゼキューターはクライアントマシン上で排他的に実行されます。

D.クライアントモードでは、クラスターマネージャーはドライバーと同じホスト上で実
行されますが、クラスターモードでは、クラスターマネージャーは別のノード上で実行さ

れます。

E.クラスターモードでは、ドライバーはマスターノード上で実行されますが、クライアン
トモードでは、ドライバーはクラウド内の仮想マシン上で実行されます。

Answer: A (メーッセージを残す)
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説明

クラスターモードではドライバーはマスターノードで実行され、クライアントモードで

はドライバーはクラウド内の仮想マシンで実行されます。

実行モードではワークロードがクラウドで実行されるかオンプレミスで実行されるかが指

定されていないため、これは誤りです。

クラスターモードでは、各ノードが独自のエグゼキューターを起動しますが、クライアン

トモードでは、エグゼキューターはクライアントマシン上で排他的に実行されます。

どちらの場合もエグゼキュータはワーカーノードで実行されるため、間違いです。

クラスターモードでは、ドライバーはエッジノードで実行されますが、クライアントモー

ドでは、ドライバーはワーカーノードで実行されます。

間違いです。クラスターモードでは、ドライバーはワーカーノード上で実行されます。ク

ライアントモードでは、ドライバーはクライアントマシン上で実行されます。

クライアントモードでは、クラスターマネージャーはドライバーと同じホスト上で実行さ

れますが、クラスターモードでは、クラスターマネージャーは別のノード上で実行されま

す。

いいえ。どちらのモードでも、クラスターマネージャーは通常、ドライバーと同じホスト上

ではなく、別のノード上にあります。ローカル実行モードではドライバーと同じホスト上

でのみ実行されます。

詳細情報: Learning Spark、第 2版、第 1章、および Spark:決定版ガイド、第 15章 ()

最新問題: 53
ファイルがその場所にまだ存在しない場合に、DataFrame itemsDfを avro形式でその場所
にサイレントに書き込むコードブロックは次のどれですか?
A. itemsDf.write.avro(fileLocation)
B. itemsDf.write.format("avro").mode("ignore").save(fileLocation)
C. itemsDf.write.format("avro").mode("errorifexists").save(fileLocation)
D. itemsDf.save.format("avro").mode("ignore").write(fileLocation)
E. spark.DataFrameWriter(itemsDf).format("avro").write(fileLocation)
Answer: A (メーッセージを残す)
説明

この質問のコツは、DataFrameWriterの「モード」を知ることです。モード無視は、ファイル

がすでに存在する場合に無視し、そのファイルを置き換えませんが、エラーもスローしま

せん。モード errorifexistsはエラーをスローします。これは DataFrameWriterのデフォルト
モードです。質問は「いいえ」です。

DataFrameが存在しない場合は、DataFrameが「サイレント」に書き込まれることを明示的

に呼び出します。そのため、ファイルがすでに存在する場合に Sparkからエラーが通知さ
れるのを避けるために、ここで mode("ignore")を指定する必要があります。
「上書き」モードは、サイレントではありますが、既存のファイルを上書きするため、ここで

は適切ではありません。これは質問が求めていることではありません。

https://www.jpnpdf.com/Databricks.Associate-Developer-Apache-Spark.v2023-12-11.q63-mondaishu.html


Sparkは SparkSessionオブジェクトを参照しますが、そのオブジェクトは
DataFrameWriterを提供しないため、spark.DataFrameWriter(itemsDf)で始まるオプショ
ンは機能しないことに注意してください。

ドキュメント (以下)でわかるように、DataFrameWriterは PySparkの SQL APIの一部で
すが、SparkSession APIの一部ではありません。
より詳しい情報：

DataFrameWriter: pyspark.sql.DataFrameWriter.save - PySpark 3.1.1ドキュメント
SparkSession API: Spark SQL - PySpark 3.1.1ドキュメント静的ノートブック |動的ノー
トブック:テスト 1を参照

最新問題: 54
次のコードブロックのうち、タイムスタンプ型の列日付を持つ新しい 1列 2行の
DataFrame dfDatesを作成するものはどれですか?
A. 1.dfDates = dark.createDataFrame(["23/01/2022 11:28:12","24/01/2022 10:58:34"], ["日
付"])
2.dfDates = dfDates.withColumn("日付", to_timestamp("dd/MM/yyyy HH:mm:ss", "日付"))
B. 1.dfDates = spark.createDataFrame([("23/01/2022 11:28:12",),("24/01/2022
10:58:34",)], ["日付" ])
2.dfDates = dfDates.withColumnRenamed("日付", to_timestamp("日付", "yyyy-MM-dd
HH:mm:ss"))
C. 1.dfDates = spark.createDataFrame([("23/01/2022 11:28:12",),("24/01/2022
10:58:34",)], ["日付" ])
2.dfDates = dfDates.withColumn("日付", to_timestamp("日付", "dd/MM/yyyy HH:mm:ss"))
D. 1.dfDates = dark.createDataFrame(["23/01/2022 11:28:12","24/01/2022 10:58:34"], ["日
付"])
2.dfDates = dfDates.withColumnRenamed("日付", to_datetime("日付", "yyyy-MM-dd
HH:mm:ss"))
E. 1.dfDates = spark.createDataFrame([("23/01/2022 11:28:12",),("24/01/2022 10:58:34",)],
["日付" ])
Answer: C (メーッセージを残す)
説明

この質問は難しいです。ここで知っておくべき重要な点が 2つあります。
まず、createDataFrameの構文です。ここでは、[(1,), (2,)]のようなタプルのリストが必要
です。Pythonでタプルを定義するには、その中に項目が 1つしかない場合、Pythonがそれ
を単なる通常のかっこではなくタプルとして解釈できるように、項目の後にカンマを置く

ことが重要です。

次に、to_timestamp構文を理解する必要があります。詳細については、以下のリンク先のド
キュメントを参照してください。

適切な対策として、間違ったオプションが間違っている理由を詳しく調べてみましょう。
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dfDates = dark.createDataFrame([("23/01/2022 11:28:12",),("24/01/2022 10:58:34",)],
["date"])このコードスニペットは次のことを行います。日付列のデータ型がタイムスタン
プではなく文字列であることを除いて、質問で求められるものはすべて含まれています。

スキーマが指定されていない場合、Sparkは文字列データ型をデフォルトとして設定しま
す。

dfDates =スパーク.createDataFrame(["23/01/2022 11:28:12","24/01/2022 10:58:34"], ["日
付"]) dfDates = dfDates.withColumn("日付", to_timestamp("dd/MM/yyyy HH:mm:ss",
"date"))このコマンドの最初の行で、Sparkは次のエラーをスローします: TypeError:タイ
プのスキーマを推論できません:
<クラス 'str'>。これは、Sparkが行情報の検索を期待しているのではなく、文字列を検索す
るためです。データをタプルとして指定する必要があるのはこのためです。幸いなこと

に、Sparkドキュメント (以下にリンク)には、正しい軌道に乗るのに役立つ DataFrameの
作成例が多数示されています。

dfDates =スパーク.createDataFrame([("23/01/2022 11:28:12",),("24/01/2022 10:58:34",)],
["日付"]) dfDates = dfDates。withColumnRenamed("date", to_timestamp("date", "yyyy-MM-
dd HH:mm:ss"))この回答の問題は、演算子 withColumnRenamedが使用されていることで
す。この演算子は単に列の名前を変更するだけですが、実際の内容を変更する権限はあり

ません。このため、代わりに withColumnを使用する必要があります。さらに、日付形式
yyyy-MM-dd HH:mm:ssは、実際のタイムスタンプの形式「23/01/2022 11:28:12」を反映し

ません。

dfDates =スパーク.createDataFrame(["23/01/2022 11:28:12","24/01/2022 10:58:34"], ["日
付"]) dfDates = dfDates.withColumnRenamed("日付", to_datetime("date", "yyyy-MM-dd
HH:mm:ss"))ここでは、withColumnの代わりに withColumnRenamedが使用されます (上
記を参照)。さらに、行は正しく表現されていません。括弧を使用してタプルとして記述す
る必要があります。最後に、ここでは日付形式さえオフになっています (上記を参照)。
詳細: pyspark.sql.functions.to_timestamp - PySpark 3.1.2ドキュメントおよび
pyspark.sql.SparkSession.createDataFrame - PySpark 3.1.1ドキュメント静的ノート
ブック |動的ノートブック:テスト 2を参照

最新問題: 55
次のコードブロックのうち、DataFrame itemsDfをエグゼキュータメモリに保存し、メモ
リが不足している場合はシリアライズしてディスクに保存するものはどれですか?
A. itemsDf.persist(StorageLevel.MEMORY_ONLY)
B. itemsDf.cache(StorageLevel.MEMORY_AND_DISK)
C. itemsDf.store()
D. itemsDf.cache()
E. itemsDf.write.option('宛先', 'メモリ').save()
Answer: D (メーッセージを残す)
説明
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この疑問を解決する鍵は、デフォルトで、cache()が値をメモリに保存し、メモリが不足し
ているパーティションをディスクに書き込むことを知る (またはドキュメントを読む)こと
です。persist()はまったく同じ動作を実現できますが、ここにリストされている
StorageLevel.MEMORY_ONLYオプションでは実現できません。また、cache()には引数が
ないことにも注意してください。

ドキュメントでストレージレベルの情報を見つけるのが難しい場合は、ここでいくつかの

点を明らかにしているこの学生 Q&Aスレッドも参照してください。
静的ノート |動的ノートブック:テスト 2を参照

最新問題: 56
次のコードブロックのうち、列 productIdの値が一意である行のみを DataFrameトランザ
クション Dfから返しますか?
A. transactionsDf.distinct("productId")
B. transactionsDf.dropDuplicates(subset=["productId"])
C. transactionsDf.drop_duplicates(subset="productId")
D. transactionsDf.unique("productId")
E. transactionsDf.dropDuplicates(subset="productId")
Answer: B (メーッセージを残す)
説明

質問ではここで unique()というメソッドを使用することが示唆されていますが、そのメ
ソッドは実際には PySparkに存在しません。PySparkでは、これはdistinct()と呼ばれます。
ただし、distinct()を使用すると、特定の列の一意の値を除外できるため、このメソッドはこ
こで使用するのには適切ではありません。

ただし、ここでは行全体を返したいと考えています。したがって、重要なの

は、dropDuplicatesを subsetキーワードパラメータとともに使用することで
す。DropDuplicatesのドキュメントの例では、リストとともにサブセットを使用する必要
があることが示されています。そして、これがまさにこの質問を解決する鍵です。productId
列は、たとえ単一の列であっても、リスト内のサブセット引数に入力する必要があります。

詳細: pyspark.sql.DataFrame.dropDuplicates - PySpark 3.1.1ドキュメント静的ノート
ブック |動的ノートブック:テスト 1を参照

最新問題: 57
次のコードブロックのうち、列 itemIdとtransactionIdをそれぞれ結合キーとして使用し
て、DataFrame itemsDfと DataFrametransactionDfの間の内部結合を実行するのはどれで
すか?
A. itemsDf.join(transactionsDf, "inner", itemsDf.itemId ==transactionsDf.transactionId)
B. itemsDf.join(transactionsDf, itemId ==transactionId)
C. itemsDf.join(transactionsDf, itemsDf.itemId ==transactionsDf.transactionId, "inner")
D. itemsDf.join(transactionsDf, "itemsDf.itemId ==transactionDf.transactionId", "inner")
E. itemsDf.join(transactionsDf,col(itemsDf.itemId) ==col(transactionsDf.transactionId))
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Answer: C (メーッセージを残す)
説明

詳細: pyspark.sql.DataFrame.join - PySpark 3.1.2ドキュメント
静的ノート |動的ノートブック:テスト 2を参照

最新問題: 58
エグゼキュータとして動作する各 JVMをタスク実行スロットのプールとみなすことがで
きると仮定した場合、エグゼキュータに関する次の記述のうち、正しいものはどれですか?
A.スロットはエグゼキュータの別名です。
B.タスクよりも実行者の数が少なくなければなりません。
C.エグゼキュータは単一のコア上で実行されます。
D.タスクよりも多くのスロットが必要です。
E.タスクはスロットを介して並行して実行されます。
Answer: E (メーッセージを残す)
説明

タスクはスロットを介して並行して実行されます。

正しい。この仮定を考慮すると、エグゼキュータには、spark.executor.cores /
spak.task.cpusという式で定義される 1つ以上の「スロット」があります。エグゼキュータ

のリソースがスロットに分割されているため、各タスクがスロットを占有し、複数のタス

クを並行して実行できます。

スロットはエグゼキューターの別名です。

いいえ、スロットはエグゼキューターの一部です。

エグゼキューターは単一のコア上で実行されます。

いいえ、エグゼキュータは複数のコアを占有することができます。これ

は、spark.executor.coresオプションによって設定されます。
タスクよりも多くのスロットが必要です。

いいえ、スロットはタスクを処理するだけです。複数のタスクに対して 1つのスロットの
みがあり、一度に 1つのタスクを処理するシナリオを想像することもできます。確かに、こ
れは Sparkが本来使用すべき用途、つまり複数のコアとマシンにわたる分散データ処理で
多くのタスクを並行して実行することとは逆です。

タスクよりも実行者の数を少なくする必要があります。

いいえ、そのような要件はありません。

詳細情報: Sparkアーキテクチャ |分散システムアーキテクチャ (https://bit.ly/3x4MZZt)

最新問題: 59
遺言執行者に関する次の記述のうち、正しいものはどれですか?
A.エグゼキュータはドライバによって起動されます。
B.デフォルトでは、アプリケーションの完了時にエグゼキュータが停止します。
C.各ノードは単一のエグゼキュータをホストします。
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D.エグゼキュータはデータをメモリのみに保存します。
E.エグゼキュータは複数のアプリケーションにサービスを提供できます。
Answer: B (メーッセージを残す)
説明

デフォルトでは、エグゼキュータはアプリケーションの完了時に停止します。

正しい。エグゼキュータは、アプリケーションの存続期間中のみ存続します。

注目すべき例外は、動的リソース割り当てが有効になっている場合です (デフォルトでは
有効ではありません)。動的リソース割り当てを有効にすると、アプリケーションが完了し
たかどうかに関係なく、エグゼキュータはアイドル状態になると終了されます。

エグゼキュータは複数のアプリケーションにサービスを提供できます。

間違い。エグゼキューターは常にアプリケーションに固有です。アプリケーションが完了

すると終了します (例外は上記を参照)。
各ノードは単一のエグゼキュータをホストします。

いいえ。各ノードは 1つ以上のエグゼキュータをホストできます。
エグゼキュータはデータをメモリにのみ保存します。

いいえ。Executorはデータをメモリまたはディスクに保存できます。
エグゼキュータはドライバによって起動されます。

正しくない。エグゼキュータは、ドライバに代わってクラスタマネージャによって起動さ

れます。

詳細情報:ジョブスケジューリング - Spark 3.1.2ドキュメント、Sparkクラスターでのア
プリケーションの実行方法 | Sparkアプリケーションの構造 | InformITと初心者向けの
Spark用語。このブログは、いくつかの問題を解決することを目的としています。マゲスワ
ラン D著 |中くらい

最新問題: 60
以下に表示されているコードブロックにはエラーが含まれています。コードブロックは、

列 predError、productId、および valueを除く DataFrametransactionDfのすべての列を返
すことを目的としています。エラーを見つけてください。

DataFrameトランザクション Dfの抜粋:
transactionsDf.select(~col("predError"), ~col("productId"), ~col("value"))
A.選択演算子はドロップ演算子に置き換える必要があり、ドロップ演算子の引数は列名
predError、productId、および値を Col演算子でラップする必要があるた
め、drop(col(predError),col(のように表現する必要があります) productId)、col(値))。
B.選択演算子を選択解除演算子に置き換える必要があります。
C. select演算子の列名は文字列であってはならず、col演算子で囲む必要があるた
め、select(~col(predError), ~col(productId), ~col(value))のように表現する必要がありま
す。

D.選択演算子はドロップ演算子に置き換える必要があります。
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E.選択演算子はドロップ演算子で置き換える必要があり、ドロップ演算子の引数は文字列
としての列名 predError、productId、および valueである必要があります。
（正しい）

Answer: E (メーッセージを残す)
説明

正しいコードブロック:
transactionsDf.drop("predError", "productId", "value")
静的ノート |動的ノートブック:テスト 1を参照

最新問題: 61
以下に表示されているコードブロックにはエラーが含まれています。コードブロック

は、DataFrames itemsDfとtransactionsDfのデータを結合し、列 itemIdの値が
DataFrametransactionsDfの列transactionsIdの値と一致する DataFrame itemsDfのすべ
ての行を表示する必要があります。エラーを見つけてください。

コードブロック:
itemsDf.join(itemsDf.itemId==transactionsDf.transactionId)
A.結合ステートメントが不完全です。
B. joinの代わりに Unionメソッドを使用する必要があります。
C.結合方法が不適切です。
D.結合の代わりにマージ方法を使用する必要があります。
E.結合式の形式が不正です。
Answer: A (メーッセージを残す)
説明

正しいコードブロック:
itemsDf.join(transactionsDf, itemsDf.itemId==transactionsDf.transactionId) joinステートメ
ントが不完全です。

正しい！DataFrame.join()のドキュメント (以下にリンク)を見ると、joinの最初の引数が
結合される DataFrameであることがわかります。この最初の引数がコードブロックにあ
りません。

結合方法が不適切です。

いいえ。デフォルトでは、DataFrame.join()は内部結合を使用します。この方法は、質問で
説明されているシナリオに適しています。

結合式の形式が正しくありません。

正しくない。結合式 itemsDf.itemId==transactionsDf.transactionIdは正しい構文です。
結合の代わりにマージ方法を使用する必要があります。

間違い。PySparkには DataFrame.merge()メソッドはありません。
結合の代わりに結合メソッドを使用する必要があります。

間違い。DataFrame.union()は行をマージしますが、質問で要求されているように列はマー
ジしません。
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詳細: pyspark.sql.DataFrame.join - PySpark 3.1.2ドキュメン
ト、pyspark.sql.DataFrame.union - PySpark 3.1.2ドキュメント静的ノートブック |動的
ノートブック:テスト 3を参照

有効な Associate-Developer-Apache-Spark問題集は GoShiken.com が提供された合
格しやすい Associate-Developer-Apache-Spark試験問題集！ GoShiken.comが最新の
Associate-Developer-Apache-Spark試験問題集を提供しています。GoShiken.com
Associate-Developer-Apache-Spark試験問題は最新で、解答が正確でございます。最新
の GoShiken.com Associate-Developer-Apache-Spark問題集をゲットする人はこちら:
https://www.goshiken.com/Databricks/Associate-Developer-Apache-Spark-
mondaishu.html (17930%OFF問題集溶と正解付きで 30%ｗ特別割引コード:

Freepdfdumps)

最新問題: 62
次のコードブロックのうち、列 predErrorによって降順に並べ替えられた DataFrameト
ランザクション Dfを返し、欠損値が最後に表示されるのはどれですか?
A. transactionsDf.sort(asc_nulls_last("predError"))
B. transactionsDf.orderBy("predError").desc_nulls_last()
C. transactionsDf.sort("predError", ascending=False)
D. transactionsDf.desc_nulls_last("predError")
E. transactionsDf.orderBy("predError").asc_nulls_last()
Answer: C (メーッセージを残す)
説明

transactionsDf.sort("predError", ascending=False)
正しい！DataFrame.sort()を使用し、ascending=Falseに設定すると、DataFrameは指定
された列によって降順に並べ替えられ、すべての欠落値が最後に配置されます。ここでは

答えとしてリストされていませんが、代わりの方法

は、transactionsDf.sort(desc_nulls_last("predError"))です。
transactionsDf.sort(asc_nulls_last("predError"))
正しくない。これは有効な構文ですが、DataFrameは列 predErrorで降順ではなく昇順に
並べ替えられ、欠損値が最後に配置されます。

transactionsDf.desc_nulls_last("predError")
違います。これは無効な構文です。Spark APIには DataFrame.desc_nulls_last()メソッド
はありません。ただし、Spark関数 desc_nulls_last()があります (リンクは以下を参照)。
transactionsDf.orderBy("predError").desc_nulls_last()
いいえ。transactionsDf.orderBy("predError")は正しい構文で (ただし、DataFrameを列
predErrorで昇順にソートします)、DataFrameを返しますが、Spark APIにはメソッド
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DataFrame.desc_nulls_last()がありません。ただし、Spark関数 desc_nulls_last()があり
ます (リンクは以下を参照)。
transactionsDf.orderBy("predError").asc_nulls_last()
正しくない。Spark APIにはメソッド DataFrame.asc_nulls_last()がありません (上記を参
照)。
詳細: pyspark.sql.functions.desc_nulls_last - PySpark 3.1.2ドキュメントおよび
pyspark.sql.DataFrame.sort - PySpark 3.1.2ドキュメント
(https://bit.ly/3g1JtbI、https://bit.ly/2R90NCS) )静的ノートブック |動的ノートブック:テ
スト 1 (https://flrs.github.io/spark_practice_tests_code/#1/32.html)を参照してください。
https://bit.ly/sparkpracticeexams_import_instructions)

最新問題: 63
Sparkのメモリ管理方法を説明しているものは次のうちどれですか?
A. Sparkは予約されたシステムメモリのサブセットを使用します。
B.ストレージメモリは、DataFrameから派生したパーティションのキャッシュに使用さ
れます。

C.ガベージコレクションの一般的なルールとして、Sparkは、少数の大きなオブジェクト
よりも多数の小さなオブジェクトに対してパフォーマンスが向上します。

D.シリアル化を無効にすると、Sparkアプリケーションのメモリフットプリントが大幅に
削減される可能性があります。

E. Sparkのメモリ使用量は、実行、トランザクション、ストレージの 3つのカテゴリに分類
できます。

Answer: B (メーッセージを残す)
説明

Sparkのメモリ使用量は、実行、トランザクション、ストレージの 3つのカテゴリに分類で
きます。

いいえ、実行か保管のどちらかです。

ガベージコレクションの一般的なルールとして、Sparkは、少数の大きなオブジェクトよ
りも多数の小さなオブジェクトに対してパフォーマンスが向上します。

いいえ、Sparkのガベージコレクションは、多数の小さなオブジェクトよりも少数の大き
なオブジェクトの方が高速に実行されます。

シリアル化を無効にすると、Sparkアプリケーションのメモリフットプリントが大幅に削
減される可能性があります。

逆も当てはまります。シリアル化するとメモリフットプリントは削減されますが、パ

フォーマンスに悪影響を及ぼす可能性があります。

Sparkは、予約されたシステムメモリのサブセットを使用します。
いいえ、予約されたシステムメモリは Sparkメモリとは別のものです。予約されたメモリ
には、Sparkの内部オブジェクトが保存されます。
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詳細情報:チューニング - Spark 3.1.2ドキュメント、Sparkメモリ管理 |分散システム
アーキテクチャ、Learning Spark、第 2版、第 7章
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